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一懲

辮
講

授
)
理
学
部
大津
臨
湖
実
験
所
長
森
主

}昇
任

工
学
部教
授
木
島
昭
(同
助

教
授
)
工
学
部助
教
授
石
田
忠
三
(岡

講
師
)
同
板
谷
良
平
(同
講
師
)
同
河

一・

〃

西
三
省
(同
助
手
)
同
沖
野教
郎
(同

助
手
)
同
桜
井
英
樹
(同
助手
)
斬
任

工
学
部
助
教
授

池
上鵡

文
学部

教
授
藤
野
令
夫
(九
州
大
同
助教
授
)

転
任

名
大
工
学
部
助
教授
櫨
下
協

(工
学
部助
教
授
)香
削
大
農
学
部
助教

授
狩
野
邦
雄
(農
学
部
助
教授
)

38
年
度
入
学
式
終
る

み
す
か
ら
求
め
よ
〃

式総辞長

 

三
十
八
年
度
の
京
大
入
字
式
は
、
快
晴
の
四
月
十
一日
午
前
十
時
か
ら
、
本
部
大
小
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
叫
今
年
の
入
学

者
は
二
、
二
二
一
人
(編
入
学
者
四
十
九
人
、
特
別
入
学
者
六
人
を
含
む
)
で
、
学
校
の
用
意
し
た
大
ホ
ー
ル
の
椅
子
に
坐

り
き
れ
な
い
で
立
ち
つ
く
し
た
ま
ま
入
学
式
を
終
え
た
新
入
生
も
多
か
っ
た
。

式
は
ま
ず
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
フの
伴
奏

に
よる
学
歌
斉
唱
で
は
し
め
ら
れ
、
平

沢
総
畏
の
式
辞
が
あ
つ
た
の
ち
、
新
人

生
代
衷
の撮
㌣
鄙
岡
田
敏
一君
が
寅
誓

を
行
な
つた
。
規
復
に
各
学
部
代
表
に

よ
る
入
学
冒
誓
薔
への
冨
名
が
あ
つ
て

十
一時
す
ぎ
終
了
し
た
。

新
入
生
の
増
加
に
つ
れ
て
付
添
い
の
父

兄
の
姿
も
年
を
追
つ
て
ふ
え
る
は
かり

で
、
今
年
は
約
千
五
百
人
の
父
兄
が法

経
第
一教
整
で
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
学

歌
斉
唱
、
総
長
式
辞
に
感
慨
無鋤
の
お

塑盤嵐"

懸
蜘

鰹
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、
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碧騨
融

も
もち
でき
き
入
つて
い
た
。

灘
響
置
薙
謹

あ
る
。す
なわ
ち
受
動
的
に
与
え
ら
れ

た
も
の
を受
け
とる
と
ころ
で
は
な
く

み
ず
か
ら
が
縦極
的
に求
め
み
ず
か
ら

に
与
え
る教
甫
の場
で
あ
る
。
諸
籍
は

単
位
を
と
る
と
か
、
就職
のた
め
の
最

少
限
度
の
も
の
を
掌
ぶ
と
か
な
ど
の
こ

し
ん
ま
り
と
ま
と
ま
る
こ
と
な
く不
調

和
で
も
大
き
な
根
を
地下
深
く
は
っ
て

養
分
を
吸
収
す
る
べき
であ
る
.

「現
代
は
人
問
が
余
って
い
る
」
と
い

う
が
、
そ
れ
は
レ
デ
イ
・メ
ード
な
人

閻
が
そ
う
な
の
で
あ
って
、
社
会
の頁

め
求
め
る
人
間
は
、
ま
す
ま
す
必
要
か

つ要
求
さ
れ
て
い
る
。
諸
君
は
大学
で

の生
活
を
社
会
が
真
に
求
め
る
人
間
に

な
る
べく
人
聞
形
成
の
場
と
し
て
と
ら

え
て
も
ら
い
た
い
.
今
日
の
諸
君
の
緊

張
し
た
気
持
を
い
つ
ま
で
も
保
って
新

し
い人
生
の
ス
タ
ー
ト
台
に
た
っ
て
も

ら
いた
い。

〃
〃

〃

〃

〃

近

視

ガ

64

%

新
入
生
身
体
検
査
の
緒
果

三
月
二
十
九
、
三
十
日
に
行
わ
れ
た
新

入
生
身
体
検
査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
った
。
こ
と
し
も
要
休
学
者
は
な

く
、
要
庄
意
者
も
減
り
つ
つ
あ
る
。
例

末
川
氏

緻齢
講
演
な
ど

新
入
生
歓
迎
芸
は
じ
ま
る

今
仕
の新
入
生
歓
迎
会
は
同
字
会
体

脅会
、
応
援
団
主
催
、
生
協
後
援
で
十

三日
の映
画
上
映
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
を

か
わ
き
り
に
始
ま
った
。
今
年
は
末
川

博
立
命
大
総
長
な
ど
の
講
演
、
音
楽
会

な
ど盛
り
た
く
さ
ん
の
行
覇
が
予
定
さ

れ
て
いる
。

十
三日
は
映
画
「カ
ラ
コ
ラ
ム
」

「巣洋
の
魔
女
」
(西
部
調
掌
)
文
化

・運
助
サ
ー
ク
ル
紹
介
(西
部
講
掌
・

野
外
ス
テ
ー
ジ
)
が
行
な
わ
れ
た
。
十

五
日
以
後
五
月
七
日
ま
で
の
行
扇
日
根

は
次
の通
り
に
な
って
い
る
.

四
月
十
六
日
(火
)
十
七
日
(水
)
一

時
-
八時
「灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

(監督
ア
ン
ジ
ェイ
・ワ
イ
ダ
)

四月
二十
三日
(火
)
二
十
四
日

一

時
i
八時
「影
」
(監
督
・ワ
イ
ダ

b月
七
日
(火
)
八
日
(水
)
「地
下

水
超」
(監
督
。ワ
イ
ダ
)

【謂
演
会
】

法
経
第
一教
室

四
月十
八日
(木
)

三
時
i
五
時

講
師
・未
川
博
(立
命
大
総
長
)-田

畑
忍
(同
志
枇
大
教
授
)

四
月十
九
日
(金
)

三
時
-
五
時

講
肋
・
湯川
秀
樹
(掘
学
部
教
授
)

坂
田昌
一
(名
大
敦
授
)

四
月
二十
日
(土
)

一時
ー
五
時

講
帥

桑
楓武
夫
(人
文
科
研
教
授

そ
のあ
と苧
生
運
勲
に
つ
いて
の
シ
ン

ポジ
ュー
ムが
行
わ
れ
る
予
足

【琶
榮
会
】

京都
会館
第
ニ
ホ
ー
ル

四
月
十
九
目
(金
)
午
後
六
時
～

知
時

マン
ド
リ
ン

オ
ー
ケ
ス
ト
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…
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◇
原
稿
募
集

蓄
し
あ
げ
ま
す
。

ラ
、
騒
琶
楽
部
な
ど

【サ
ー
ク
ル
紹
介
】

四
月
二
十
日
(

土
)

〒時
か
ら

運
勤
ク
フ
プ
翻

吉
田
ク
ラ
ン
ド

【摸
擬
店
】

五
時
～
八
時

西
部
構

内
(W
U
S

生
協
な
ど
)

【フ
ァ
イア
・ス
ト
ー
ム
】
五
時
-
八

時

西
部
構
囚
(総
長
を
か
こ
ん
で
)

科学

哲学
の
蹴恩

禰
三鶴想盛噸靴時空叢講月魏甕藍鍵、ヒ…謡欝

蜘
何
学
と
養琢

董大畑

理
四

礫韓
麗薪

撰鰹

臓弾

実

存

主

義

弩
敷劉

縫

運
証○○
㎜

ニ

ー

チ

ェ

全

集
脆講

舷 新

聡 よ卿厳
嘆訳

腱 を
鷲 た謙

品。・
。・朋

売

8

悦
ば

し

き

知

識

信
太

正
三訳

一
三〇

〇円11権力への意志(上)際佑訳ご二〇〇円

罐

誘

釜鱒工士

騎

夢三鰯

整
詔。。
。。朋

欄目
號
=
撚壕

輔曜

輝魂

黙

理

想

社

経
済

へ
十
三
人
移
る

学
内
転
学

文
の
動
き
目
立

つ

一今
住
度
の
学
内
転
学
部
許
可
者
が
こ
の

奮

決定
・
れ
奮

嚢

竺
回

一生
が二
圃
生
に
移
る
と
き
、
お
よ
び
二

同
生
が
学
部
に
進
学
す
る
際
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
ワて
い
る
が
、
こ
の
た

び
決
定
し
た
の
は
一回
生
の
う
ち
に
申

請
し
た
首
二
十
三
人
で
文
学
邪
か
ら
の

十
三
人
が
目
立
って
い
る
。
内
訳
は次

の
と
お
り
。

一文
学
部
二
人
(學

部
か
ら
)法
学

一部
へ
八人
(文
学
部
か
ら
六
人
、
薬
学

部
か
ら
一人
、
工
学
郡
か
ら
二人
)経

済
学
部
へ十
三人
(文
学
部
か
ら
七
人

法
学
部か
ら
一人
、
理
学
那
か
ら
二
人

工
学
部
か
ら
三
人
)

なお
学
那
へ進
学
す
る
際
の
転
学
部

は法
・文
両
学
部
だ
け
が
認
め
て
い

る
が、
こ
の決
短
は
十
八
日
の
文
学
　

部教
授
会
の
決
定
を
ま
って
発
表
さ

れ
る
こ
こに
な
って
い
る
。

ま
た
工
学
那
囚
転
学
科
は
例
年
む
つ
か

}し
く
今
勾
は
一人
も
躍
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

年
近
視
の
者
が
圧倒
的
に
多
く
、
今
年

も
着
干
減
っ
た
と
は
い
え千
三百
九
十

二
人
、
六
十
四
・四%
と
全
国
平
均
の

二
惰
以
上
と
い
う
高
距
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
ム
シ歯
、歯
ギ
ン
炎
な
ど
も

索
外
多
く
な
って
いる
が
、
こ
れ
は
検

診
が精
密
であ
る
ため
と
も
いわ
れ
る

職

組

新

役

員

京大
教
職
員
組
台
で
は
、
さ
き
に
三
十

八年
度
役
員
の選
挙
を
お
こ
な
った
紬

果、
つぎ
の
よう
に
決
ま
った
。

委
員
長

片
岡

昇
(法
)

副委
員
畏

丸
森
寿
夫
(理
)

同

神
谷
清
吉
(医
)

畜
記
畏
中
山研
一
(法
)

告

…

…
…
…
・;
垂

藝

三

・・三
…
…

…

一…

…

…
…
曄

太
杖
で
は
、
左
の
よう
な
欄
を
殼
け
て
読
壱
か
ら
の
声
や
論
文
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
奮
っ
て
伽応
募
溢
ざ
い。
尚
掲
戚
分
に
は
瓦
社
規
だ
に
従
い
薄
謝
を

▼
内
答

学
生
生
活
に関
す
るあ
ら
ゆ
る
主
彊
▼
字
飯

六
百
字
以
内
▼
原
禍
に
は
掌

争

鳴

㎜
部
・学
年
(職
員
は
部
局名
)氏
名
を
明
記
し
て
下
さ
い▼
本
拭
「争
鵬
」
係
ま
で
。

撃
欝
型

騒
。羅
羅
鵬
縫
醜
背劇擁
笹
難
襲
解

名
)
氏
石
を
関
紀
し
て
下
さ
い
▼
本
社
編
集
部
ま
で。

◇

懸

賞

小

説

募

集

締

切

り

穣
韻

鵠
鮨

鞭

蹴

騙

論

勤
糠

醜

中
旬
本
紙
上
に
掲
職
の
予
足
で
す
。
御
協
力
に
感謝
し
ま
す
。

◇
購

読

科
変

更

鍮

照
醒

賛

端
甥

穫

齪

齢

ゆ
鵬

蟹

麟

纏

灘
諾

は
や
従
米
の
料
並
で
は
、
経
冨
不
司
能
に
な
り
ま
し
た
の
で
逐に
今
価
よ
り
新
料
金
の
笑
施
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
読
首
譜
兄
の
御
了
承
を
お
獺
い
す
る
と
鳳
に
引
き続
き
御
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。
新
料
金
は
次
の
通
り

で
す
。

▼
定
期
購
続

一年
閲
・四
百
円
、
二
年
間
・
七百
円

三年
闇
・千
円

四
年
間
・千
三
百
円
(但
し
郵
盗

料
は
別
に
一年
毎
に
⊥十
円
戴
き
ま
す
)
▼
一部
(四
ペー
ジ
)
.十
五
円

◇
編
集
員
募
集
糞

難

諺
藷
ガ難

蘇
鐙
確
籠

え
四
月
二
十
三
日
ま
で
に
ム
社
に
持
参
も
し
く
は
郵送
の
こと
。

▼
募
集
人
員

一回
生
1ー
六
名
程
度
・二
回
生
11
若干
ロ▼応
募
質
格
・学
部
・性
別
.経
験
の
有
無
不問
▼

選
島

仰
文
・面
接
に
よ
り
採
用
者
を決
疋。
面
接
は
四
月
二
十
五
〕]邸
仮
三
吋
か
ら
、
教
養
部
尚
賢
鋸北
翌

で
行
な
う
▼
活
麹

三
ヵ
月
間
編
集員
見
習
いと
し
て
修
習
のう
λ、
勤
聞
発
行
に
必
裂
ば
一切
の
薬
務
を行

な
う
。

◇

本

社

人

事

鵠

謙

り
軽

緒
林
康
一欣

斤
山
了
介

.
祖
団
倭

寺
沢
膚
}「

松
本
正
之

京

都

大

学

新

聞

社
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日
韓
会
談
が
中
心
に

▲
ム

一

轟

鴨

26
日
授
業
放
棄
を
提
起
か

去
る
三
月
十
一日
、
三
ヵ月
問
に
わ
た

る
沽
動
彫
止か
ら
解
除
さ
れ
た
隅
学
会

で
は
、
新
学任
を
迎
え
て
こ
の
ほ
ど
当

面
の
蕩

力剣
を
決
定
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
韓国
政
治
情
勢
の
一

応
の
収
拾
への
動
き
に伴
って
、
池
田

内
閣
が
積
極
的
動砦
を示
す
こと
が
予

想
さ
れ
る
「巨
韓
会談
」
の照
止
を
中

委

員

長

に

八

木

君

(
三
)

鯛
譲

臨

時

役

員

決

ま

る

岡
学
会
声
らび
に教
播
部
自
治
会
の
臨

副
委
員
長

古
田篤
彦
(蝉
三
)

時
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
十
一H
の
由央
執

潜
記
畏

茂
田
一義
(教
二
)

行
委
員
全
、
十
日
の
常
任
委
員
登
に
お

教
養
部
日
治
会

L
て次
の
よう
に
決
定
し
た
。

委
員
長

八
木俊
樹
(経
二
)

岡
学
会
中
央
執
行
委
員
会

副
委
員
長

宮
地洋
二
(法
二
)

委
員
長
八
木
健
彦
(文
三
)

欝
記
長

竹
内附
一
(工
二
)

心
に
国
兜
七
大
学
畏
の
認
証
官
制
、
工

L
O
関
伝
國
囚
法
の
改
悪
、
暴
力行
為

処
罰
法
改
悪
な
ど
の
阻
止
を
闘
争ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
、
今
月
中旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
泉
都
府
学
連
の
紐
一行
動
を

含
む
謂
演
会
、
授
業
放
棄
な
ど
が予
足

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、十
九
日
に

は
嚇
学
連
第
一波
と
し
て
韓国
革
命
記

念
議
演
が
、
二
十
四
日
に
は
日
韓会
談

に
関
す
る
嵩
演
会
、
二
十
六
日に
は
府

学
連
第
二
波
と
し
て
泉
大
で
は教
養
冊

を
中
心
に
し
て
有
後
授
業
放
棄
が予
短

さ
れ
て
お
り
、
凝
脈
で
も
都
学
連
のも

と
に
統
一わ
動
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
学
内
関
係
の
予
足
と
し
て
は、
十

三
日
か
ら
開催
さ
れ
て
いる
新
入
生
欲

迎
鉱
に
つ
づ
い
て
、新
入
生
対
策
と
し

て
麟
隼
度
の大
管
法
闘
争
の
総
抽
資
料

の
発行
、映
魁会
開
催
に
よ
る
十
一
・

一公判
資金
の雁
保
、
学
生
会
鋸
悶
題

な
どを
取
上げ
て
いる
。

/∂
/

/

/

本
郡
構
囚
の

京

大

に
も

イ

ン
.ス

/

/

/

ー

ト
u
ー
ト
に

舗

装

道

路

襲

工
嚢

行
わ
れ
て
い
る
。
正
面
か
ら
時
討
台
西

側
を
ぬ
け
裏
門
に
通
ず
る
三
壬
可百
平

方
厨
に
わ
た
り
、
約
五
百
力
円
の
予
算

を
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

本
部
構
困
の
道
路
は
従
来
、
全
て砂
利

を
敷
き
つ
め
て
雨
天
の
ぬ
か
る
み
を防

い
で
い
た
が
、
こ
の
工
蜻
の
完成
に
よ

っ
て
初
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
遠踊

が
琶
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
、時

計
台
聚
側
・輝
学
部
化
字
教室
前
・
ホ

経
新
館
と
文
学
那
の
閻
の
康
西
の
旧路

の
順
で
次
第
に
砂
利
か
ら
ア
ス
フ
ノ

ル
ト
舗
装
に
変
え
て
いく
も
よ
う
であ

る
。

町
で
の抗
綴
集
会
な
ど
の
照
を
挙
げ
、

高
瀬
君
、
松
本
君
は
公
務
執
行
劾
轡
、

傷
轡
罪
を
、
洞
圏
君
、
室
舛
君
、
中
島

へ

君
に
は
そ
れ
に
公
安
条
例
違
反
を
瀬
用

し
て
いる
。
さ
ら
に
検
察
側
は
高
瀬
君

に対
し
て
は
、
十
一月
十
六
日
の
デ
モ

の際
副可
粂
判
雌
反
(う
ず
ま
き
ヂ
モ

など
を
河
味
町
御
池
な
ど
三
交
差
点
で

く
り
か
え
し
た
)
だ
と
し
て
雌
起
訴
状

を
出
し
た
.

つい
で
、
弁
護
人
側
が
起
訴
状
の
中
の

潴
点
に
質
問
し
、
十
二
時
三
十
分
閉
廷

し
た
.
第
二
回
公
判
は
き
た
る
四
月
二

十
三
日
午
後
一時
か
ら
同
地
裁
で
開
か

れ
る
予
定
。顯

不
況
だ
、
不
景
気
だ

と
い
わ
れ
な
が
ら
、

今
年
の
就
職
率
も
ほ

ぼ
饗

並
み
。
だ
が

例
年
通
り
と
い
わ
れ

11

・1

の

初

公

判

開
く

高
瀬
君
追
起
訴
さ
る

発螺
鴛

黙
購
鞭麟

る
こ
の
率
も
た
だ
数
字
だ
け
の
こ
と
に

す
ぎ
な
く
て
、
実
際
は
年
を
お
って
厳

し
く
な
る
雇
庸
条
件
に
、
ま
す
ま
す
締

め
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う

だ
▼
目
治
委
員
を
や
って
い
た
と
い
う

こ
と
だ
け
で
、
折
角
決
定
し
て
い
た

職
を
取
り
消
さ
れ
た
例
さ
え
今
年
は
あ

った
と
聞
く
.
雇
庸
者
の
側
か
ら
言
わ

せ
れ
ぱ
、
単
な
る
部
品
の
取
り
換
え
に

過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
学
生
に
と

って
は
一生
の
問
題
で
さ
え
あ
り
う
る

▼
被
雇
附
者
の
側
に
は
何
等
の
保
障
も

与
え
ら
れ
ず
、
こ
う
し
た
悲
劇
も
仕
方

の
な
い
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
ま
ま
野
放
し
に
し
てお

い
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
前
の
例
な

ど
明
ら
か
に
大
学
の
目
由
を
形
骸
化す

る
見
え
ざ
る
弾
圧
の
手
で
あ
る
▼
こ
う

し
た
傾
向
は
何
も
今
日
に
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、
特
に
こ
の
不
況下
に

あ
って
顕
蕾
に
な
って
き
た
と
い
え
よ

う
。
企
業
は
〈
生
沽
〉
と
い
う
織
利
な

切
札
で
、
巧
み
に
大
学
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
▼
企
業
側
の
こ
う
し
た
攻

勢
は
、
学
生
の
意
識
に
さ
え
璽
大
な
変

化
を
与
え
て
い
る
。
今
日
で
は
現
実社

会
の
生
存
競
争
の
悪
ど
さ
は
、
大
学
の

内
部
に
さ
え
浸
透
し
、
就
職
条
件
へ
の

憲
識
的
身
構
え
が
一般
化
し
て
い
る
。

「武
士
は
食
わ
ね
ど
商
揚
子
」
が
絵
に

描
い
た
も
ち
で
し
か
な
い
以
上
、
こ
う

し
た
傾
向
も
あ
る
程
度
や
む
を
え
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
問
題
であ
ろ
う
▼

茨
掌
奪

ラ
リ
↓

ン護

所
と
呼
は

れ
学
生
ス
パ
イ
が
〈
商
売
〉
に
な
る
よ

う
な
状
況
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
対
応す

る
よ
う
に
学
生
囚
部
に
お
け
る
自
己保

身
的
懸
識
層
が
増
大
す
る現
実
は
、
一

体
何
を
意
臥
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。す

べ
て
の
原
閑
を
〈
資
本
主
櫛
〉
に帰
一

す
る
こ
と
は
一つ
の
生
童
で
し
か
な
か

ろ
う
。

甲央公購社

5一 痴 一
160円

〈座談会〉

劇
澱
欄
学
会
と
は
何

学
会
の
機
能

を

探

る

然
題罧量

欝
・そ
の
成
立
ち
を
解
剖
す
る
遡【渡中岡木梅
家 辺西本下繍 か
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A
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判
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円

憩
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研
究

ジ
ル
ジ
鋼
7
・デ
モ
クラ
シ
ー
の
嚇■
肌と
財
政
●籔

塞
緊
■
日
本
資
本
主義
の
成
立
・発
麗
・転
換
の
各

殿
階
に
お
け
る福
沢
●穴
隈
・弁
上
・高
綴
・石
綴

ら
の
思
憲
と
行
動を
通
じ
て
近
代
史
の
展開
過
種
を

財政
金
融
政
賃
の
側面
か
ら
把
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し
た
新鋭
の
労
俸

梅

渓

昇
著

A
5
版
蓼
ク
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円

累
期
政蓼

要

明
治
1
隊
の
成立
と
明
治
国
家
の
晃
成
■近
代
日
本

腰
治
更
研
究
の
空
白部
分
で
あ
る
明
治
軍隊
の
建
齪

と
軍
人
勅
諭
・敦
轡
勅
謳
の
制
定
事
情
を考
察
k

未
公
開
費
料
を駆
使
し
て
近
代
国
尿
構
築
過程
に
お

け
る
法
・権
力
・遭
徳
の
相
互
関
係
を
追
求
した
労
作

丸山
嚢
看現
代
政
治
の思
想
と行
動
動
下鋤
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馨
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学

史
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小
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の
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成

時

代
鋤

豪

良三著恐

慌

論

研

究
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マ
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経
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罪
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史
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円
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世
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す
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人
ブ
レ
ヒ
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笑験
的
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「コ
イ
ナ
さ
ん
談義
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五
〇
章
を

は
じ
め
多彩
な
才
能
の
一端
を
示す
小
品
を
集
大
成

主
要
目
次
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ん
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隊
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市
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罪
/
コ
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子
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法
学
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重
要
問
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申
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く
の
例
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挿
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た
例
解

式
説
閉

★
答
案
形
式
の
簡
明
な
叙
述

★
思
考
を
発
展
さ
せ
る
応
用
設

例
を
収
録

★
出
題
傾
向
を
示
す
類
題
多
数
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無

13
手
形
法
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切
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16
民

事
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法
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歴
25
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の
本
紙
は

新
刊
図
書
の
案
内
・

書
評
の
み
て
な
く
現

代
思
想
・
丈
化
の
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
、
知
識
人
・学
生

は
も
と
よ
り
一般
読

者
の
圧
倒
的
な
支
持

を
得
て
い
ま
す
。
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甲
共
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蚕
店
で
発
売
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版

轍
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成
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聞呈読書新
めまぐるしく流励する現代の思態文
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日本読●新聞鍛 劉瞬「騨卒

タイヤモンド社
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新聞 ・週刊誌 ・雑誌で
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すべてのサラ リーマンの 偶像である経営者、
その世界は どのようなものか?当 代一流の
丈開批評家の鋭い目によって、 あますところ
なく描かれた経営者生活の栄光と哀歓!
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シュ ナイ ダー

島野 卓爾訳
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あらゆる経済計算の基礎になってい
る原則と方法、この方法の翼要な応
用例について解脱。広範な数学的知
識をも元ぬ読者にも理解できる。

ILOと 日本の団結権
花 見 忠著

Aδ 判 上 製

¥980」 刊oo

ILO問 題をわが薗労働運動との強い関連の

1耀雛 灘熱
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串
ユー
バ
の
歴
史
は
一九
五
九
の
藁
命
で
一挙
に
全
く新
ら
し
く
盛
き
変
え
ら
れ
、
そ
の
革
命
の
特
殊
性
か
ら
見
て
も
世
界
史
的
な
大
事
件
で
あ
つ
た
.

そ
の
後
、
昨
秋
に
は
い
わ
ゆ
る
「キ
ュ
ー
バ
危
搬
」
が
超
り、
こ
れ
ま
た
全
世
界
が
庄
目
し
た
事
件
で
あ
つ
た
.
革
鮪
成
立
以
釆
ア
メ
リ
カ
は
と
り
つ
か
れ

た
よ
う
に
、
そ
の
抑
圧
を
は
か
り
、
そ
れ
に
対
す
る
ソ
運
の動
向
が国
際
政
治
の複
雑
なか
ら
み
合
を
生
み
出
し
、
キ
ュー
バ
は
栗
西両
ド
イ
ツ
と
共
に
、

今
後
も
、
最
も
先
鋭
な
形
で
国
際
政
浴
の
舞
台
に
登
上
し
て
く
る
であ
ろう
。
ま
た
、
キ
ュー
バ
の
実
状
に
関
し
て
も
、
数
多
く
の
本
が
書
か
れ
、
マ
ス
。

コミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
う
一度
、
「革
命と
は
何
か
」
と
いう
こ
と
を
、
こ
の
最
も
勇
敢
で
、
ま
た
我
々
が
比
較
的
良
く
知
り

得
るキ
ュー
バ
人
長
か
ら
学
ぷ
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
一九
五
九年
の革
命
の琿
想
は
、
そ
れ
が
輝
想
で
あ
った
が
故
に
、
現
実
は
ち
が
って
い
る
。
こ

の
こ
と
の陳
因
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

筆
省
の
ロバ
ー
ト
・ラ
ン
ド
ル
フ
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
首
、ジ
ャー
ナ
リ
ス
ト
.
昨
年
の
原
水
禁
第
八
回
大
会
の
ア
メ
リ
カ
代
表
団
団
長
。

(編
纂
都
)

ア

ン

テ
ィ

レ

ス

群

島

の
真

珠

キ
ュー
バ
革
命
の
よう
に歴
史
的
に

重
要
な
テ
ー
マ
を
、か
ん
たん
に
と
り

あ
つ
か
う
こ
と
は
む
つ
か
し
い
仕
學

だ
.
一九
五
九
年
の
一月
に
フ
ィデ
ル

・カ
ス
下
ロ
が
政
権
に
つ
い
て
以釆
穐

含

に
至
る
ま
で
に
お
湧

た
巽

な
で
き
ご
と
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に

は
、
大
き
な
魅
力
が
あ
る
。
こ
と
が大

き
か
ろ
う
と
小
さ
か
ろ
う
と
、
ど
ん
な

で
き
ご
と
を
理
解
す
る
に
も
、
そ
の
発

端
と
発
展
を
学
ぷ
必
要
が
あ
る
か
ら

だ
.
キ
ュー
バ
革
命
は
、
今
日
に
お

＼

(上
〉

、

たキ三一バ
へ

い
て
は
、
一九
五
九
年
に
お
け
る革
命

の
現
実
と
理
想
と
は
、
ち
が
っ
た
も
の

に
な
って
い
る
。
は
じ
め
は
革
命
を
不

成
功
に
終
ら
せ
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
る
と
み
る
や
、
初
期

の
う
ち
に
革
命
を
抑
圧
し
よ
う
と
試
み

、
さ
ら
に
そ
れ
に
も
失
敗
す
る
と
、
発

展
途
上
の
革
働を
、
何
を
お
い
て
も
う

ち
こわ
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
決
意
を

す
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
一運
の

反
革
命
的
な
役
割
こそ
が
、
革
命
が
発

展
し
変化
を
と
げ
た
道
す
じ
と
す
べ
て

の関
係
を
も
って
いる
。

ア
ン
テ
ィ
レス
群
島
の
真
珠
と
う
た

わ
れ
たキ
ュー
バ
は
、
こ
の
四
年
間
と

い
う
も
の
、
アメ
リ
カ
の
指
導
す
る
戦

時
的
な
包囲
の状
態
に
お
か
れ
て
き
た

も

ロ
バ
ー

ト

・
ラ

ン
ド

ル
フ

な
い
人
だ
って
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し

ら

入
間性
の
勝利
で
あ
り
、
避
け
が
た
い

誤
り
を
も
伴
い
、し
かも
、
合
理
的
で

豊
か
な
生
活
へ
む
か
って
進
歩
を
つづ

け
て
い
る
こ
の
一九
五九
年
以
来
の

革
愈
の
総
揺
をす
る
こ
とは
、
こ
こで

は
で
き
る
だ
け
さ
け
よ
う
と
思う
.
私

は
、
私
自
身
が
キ
ュ
ーバ
で見
て
きた

こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
お
話
し
た
い
。

革

命

二
年

後

の

キ

ュ
ー

バ

私
は
、
革
命
二
年
後
の
一九
六
一年

の
は
じ
め
に
、
三
週
閣
に
わ
た
っ
て
、

キ
'ー
バ
を
訪
ず
れ
た
。
土
地
は
一
部

の
す

ザ

こ
の
こ
と
を
計
算
に
いれ
ず
に
、
キ
∴

ー
バ
革
命
を
誹価
す
るこ
と
は
で
き
な

い
。
沖
縄
を
勉
強
し
よう
と
す
る
人
は

あ
る
が
、
沖
縄
の
柱
会
、政
治
、
経
済

を
理
解
す
る
べ
く
、
そ
こ
にあ
る
大
き

な
ア
メ
リ
カ
の
基
地
に
つ
いて
考
慮
し

〕

、し

メ
リ
カ
各
社
は
、現
金
で
、し
か
も
よ
り

高
額
の
数
字
で
、
全
面
的
に
解
決
す
るら

ご
と
を
要
乗
し
、
国
債
に
よ
る
文
払
い

を
拒
否
し
た
。
年
額
お
よ
そ
九
千
万
♂

に
の
融
る
ア
メ
リ
カ
人
の
利
益
が
島
か

ら
組
餓
的
に
ひ
き
あ
げ
て
い
っ
た
こ
と

に
よ
って
国
庫
は
ガ
ラ
ガ
ラ
に
な
っ
て

い
たし
、バ
テ
ィス
タ
と
そ
の
忠
実
な

支
持
者
た
ち
が
公
金
の
略
奪
を
続
け
て

い
た
ので
、
キ
ュー
バ
人
に
と
っ
て
、

現
金
支
払
いは
問
題
外
で
あ
った
。
若

f
のカ
ナ
ダ
の会
苞
は
国
債
を
う
け
つ

け
、キ
ュー
バ
人
と
の間
で
静
か
に
問

題
を解
決
し
て
い
た
。

た
.
こ
の
男
や
彼
に
よ
く
に
た
境遇
の

人
ぴ
と
が
革
命
を
醤
こ
ぱず
、
喝番
に

キ
ュ
且バ
を
去
ろ
う
とし
た
のは
、
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
だ
.

私
が
訪
ず
れ
る
前
に
、バ
テ
ィス
タ

軍
は
衝
突
を
お
こ
し
、解
散
さ
せ
ら
れ

て
い
た
.
三
万
に
の
ぼる
人
民
義
勇
軍

が
、
無
償
で
璽仕
し
、
自分
た
ち
の小

さ
な
武
器
を持
ち
歩
い
たり
、
家
に
保

り

冒
し
た
り
し
て
い
た
。歴
史
上
、
専
瓢

政
治
は
自
発
的
に国
民を
武
装
し
た
例

が
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
す
で
に
お
こり
つ
つあ

っ
た
い
く
つ
か
の
変化
であ
る
。

大

学

で
カ

ス

ト

ロ

の
演

説

ハ
ヴ
ァ
ナ
に
つ
い
て
六時
間
と
た
た

な
い
う
ち
に
、
私
は
も
のす
ご
いデ
モ

を
目
翠
す
る
は
め
に
な
っ
た
。カ
リ
ビ

ア
海
の
黒
い
水
面
を見
お
ろす
ホ
テ
ル

に
お
ち
つ
い
て
、
お
い
し
い
キ
ュ
ーバ

の
ダ
食
を
も
て
な
さ
れ
た
後
、
わ
れ
わ

れ
は
ハヴ
ァ
ナ
大
学
へ
行
か
な
い
か
と

い
わ
れ
た
.
大
学
で
、
フ
ィ
デ
ル
・カ

ス
ト
ロ
が
演
説
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。

数
奪
前
の
十
七
人
の
学
生
の
死
を
記

念
す
る
大
き
な
集
会
が
開
か
れ
て
い

デ
モ
の
波

学
生
の
死
を
追
悼
し
て

国
有
化
さ
れ
て
い
て
、
協
同
農
場
や
国

営
農
場
が
、
全
島
に
殴
立
され
て
い

た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
す
で
に
キ
ュ
ー
バ

糖
を
徹
匠
的
に
輸
入
制
限
し
、
キ
ュ
ー

バ
経
済
の
崩
壊
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。

キ
ュー
バ
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
石
油

会
社
群
と
衝
突
し
て
、
そ
れ
ら
を
国
有

化
し
て
し
ま
って
い
た
。
農
翼
改
革
と

共
に、
油
権
の
没
収
は
、
革
命
の
中
の

決
足的
事
件
で
あ
った
。

キ
ュー
バ
の
人
ぴ
と
は
、
商
集
紙
び

わ
れ
わ
れ
に
信
じ
こ
ま
せ
よ
う
と
し
た

よ
う
に、
これ
ら
の
所
有
権
を
身盗
ん

だ
躍
ので
は
な
い。
そ
う
で
は
な
く
て

所
有
省
が納
税
の
さ
い
主
張
す
る
価
傾

に等
し
い国
債
を
発
行
し
た
の
だ
.
し

かし
、
米国
務
省
の
指
導
の
下
に
、
ア

三

万

の
人

民

義

勇

軍

私
が
ヰ
ユ
ーバ
に
い
た順
、
借
家
や

ア
パ
ート
は
す
べて
政
府
に
ひき
わ
た

さ
れ
て
、
い
ま
ま
で
の家
質
の全
額
の

半
分
の
売
却価
格
で
、借
家
人
に再
分

配
さ
れ
て
い
た
。

ハ
ヴ
ァナ
に
いる
あ
る男
は
、
革
命

前
一万
二
千
の
家
の家
圭
だ
っ
た。
こ

の
没
収
が
あ
っ
て
か
ら
、彼
は
目分
の

住
む
ひ
と
つ
の
家
を所
有
す
るに
す
ぎ

な
く
な
っ
た
。し
かし
同時
に死
ぬ
ま

で
の
間
、
月
額
六
百ド
ル
の収
入
が
、
、

政
府
に
よ
っ
て
保
証さ
れ
ても
いる
の

で
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
の損

失
は
彼
に
と
っ
て
は
大
き
なも
の
だ
っ

た
。
彼
ら
は
、
独
裁
者
バ
テ
ィ
ス
タ
の

命
を
ね
ら
い
、
放
送
局
を
に
ぎ
り
、
こ

の
独
裁
者
か
ら
の
解
放
を
よ
ぴ
か
け
る

放
送
を
す
べく
、
警
冒
に
挑
戦
し
た
人

び
と
で
あ
る
。
学
生
エ
チ
ェヴ
ァ
リ
ァ

の
指
導
の
下
に
、
三
分
の
間
、
彼
ら
は

放
送
を
敢
行
し
、
そ
の
三
分
の
た
め
に

自
分
た
ち
の
命
を
支
払
った
。
十
七
人

も
ろ
と
も
で
あ
る
。
毎
年
こ
の
記
念
日

に
、
彼
ら
の
死
が
遺
悼
さ
れ
る
の
に
は

こ
う
いう
訳
が
あ
った
。

革
命
か
ら
逃
亡
し
た
金
持
ち
の
キ
ュ

ー
バ
人
が
の
こ
し
て
い
った
ア
メ
リ
カ

製
の
距
で
、
わ
れ
わ
れ
は
大
学
へむ
か

った
。
あ
た
た
か
い
俊
だ
った
。
校
庭

の
大
き
な
斜
面
の
段
々
に
、
お
よ
そ
六

万
の大
群
集
が
集
ま
り
、
次
か
ら
次
へ

と
登壇
して
、
十
七
人
の
殉
死
学
生
に

つ
い
て詣
る
講
演
省
に
耳
を
か
た
む
け

て
い
た.
わ
れ
わ
れ
の
到
着
し
た
の
は

夜
の
十
一時
だ
った
。
フ
ィデ
ル
・カ

スト
ロは
ま
だ
輩
壇し
て
いな
か
った

十
二
時
ごろ
、あ
た
たか
い雨
が
降

っ
た
。
わ
れ
われ
は
ビ
シ
ョぬ
れ
に
な

り
た
。
誰も
たち
去ら
な
か
った
。
群

集
は
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
たま
ま
、
いま

ま
で
と
同
じ
よ
う
に
熱
心
に聞
き
い
っ

て
い
た
.
と
き
ど
き
、
フ
ィデ
ル
・カ

ス
ト
ロ
に
対
し
て
「タ
パテ
、タ
パ
テ

タ
パ
テ
!
」
と
歓
声
があ
が
った
。
「

体
を
つ
つ
ん
で
、体
を
つ
つ
ん
で
」と

い
う
の
だ
。
彼
ら
は
、カ
スト
ロが
雨

に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に、
健
康
を
そ
こね

な
い
よ
う
に望
ん
で
い
る
のだ
った
.

フ
ィデ
ルは
、午
前
一時
頃
に
、
演

説
をは
じ
め
た。
彼
は
犠
牲
の意
味
に

つ
い
て
語
っ
た。
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
へ

集
ま
っ
た
のは
、
孕
生
た
ち
の
犠
牲
を

追
悼す
る
ため
だ
っ
たか
ら
だ
。
披
は

ま
た
、
長時
間
にわ
た
って
、
車
命
と

そ
の
進
展
に
つ
い
て語
った
.
彼
の
瀕

脱
は
、
こ
の
大
群集
に
対
す
る
教
育
で

あ
り
、
ヰ
ユ
ー
バ
の歴
史
を
キ
ュー
バ

の
人
民
に
つ
た
え
る
コミ
ュ
ニケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
でも
あ
っ
た
.
ほ
ん
と
う

に
、
そ
こ
に
は
彼
の重
要
さ
を
し
め
す

勤
作
や
百
葉
が
み
ら
れ
た。
多
く
の人

ぴ
と
が
、
群
衆
の
歓
声
にと
ら
え
ら
れ

て
い
た
.

革
命
は
生
き
た
存
在

異

砂
糖
キ
ビ
以
外
の
も
の
を

榊 ●榊
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以
来
こ
の
四
年
聞
に
は
、
一人
の
キ
ュ

ー
バ
人
も
そ
れ
に
似
た
こ
と
を
よ
う
ζ

ん
で
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
い
.
し

か
し
、
こ
の
こ
と
で
は
、
フ
ィ
デ
ル
・

カ
ス
ト
ロ
と
彼
の
革
命
の
純
粋
さ
を
証

明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
他
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
話
題
を
か
え
て
、
キ
ュー

バ
の
人
ぴ
と
の
政
府
に
対
す
る
態
展
に

つ
いて
考
え
て
み
よ
う
。

木
と
岩
の
う

武

装

し

た

大

群

集

の
中

で

彼
は
完
全
な
人
間
では
な
い.
し
か

し
、
私
の
キ
ュー
バ
の
歴史
に
つ
いて

の
知
識
か
ら
い
う
な
ら
、
彼は
ま
った

く
の
真
実
を
諸
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
、
こ
の
集
会
で
最も
目
を
み

は
った
こ
と
が
あ
る
。
六
刀
の
こ
の大

群
集
の
う
ち
、
お
そ
ら
く
一万
人
はピ

ス
ト
ル
や
ラ
イ
フ
ル
や
小
機
関
銃
で武

装
し
て
い
た
。
こ
の
一万
人
の
う
ち
の

だ
れ
か
ひ
と
り
で
も
、
自
分
の
命
を
犠

牲
に
す
る
気
さ
え
あ
れ
は
、
演
壇
の
中

に
く
っき
り
う
か
ん
で
い
る
フ
ィ
デ

ル
・カ
ス
ト
ロ
に
ね
ら
い
を
む
け
る
こ

は
、
かん
た
んに
で
き
る
は
ず
だ
った

。ア
メ
リ
カ
の
新
聞
が
、
入
民
に
に
く

ま
れて
いる
暴
君
と
轡
き
た
て
て
い
る

こ
の男
を
たち
ど
ころ
に
キ
ュー
バ
か

ら
消し
てし
ま
う
こと
た
って
で
き
瓦

は
ず
な
の
だ。

三
週
間
に
わ
た
るキ
一ー
バ
滞
在
の

間
、
私
は
こ
の
事笑
を
何
度
も
目
撃
し

た
。
フ
ィ
デ
ル
・カ
ス
ト
ロ
は
、
ホ
ナ

ル
の
ロ
ビ
ー
で
も
、
街
頭
で
も
、
村
で

も
、
山
で
も
、
人
ぴ
と
の
前
に
身
を
さ

ら
し
て
い
た
の
だ
。
こ
こ
に
は
亟
要
な

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

十
七
人
の
学
生
は
、
バ
テ
ィ
ス
タ
時

代
に
は
、
圧

制
に
対
し
て
抗
議
す
る

た
め
、
命
を
す
て
た
の
だ
っ
た
。
革
命

し

ろ

か

ら

ど
こで
も
、
わ
れ
わ
れ
は
目
由
に
旅

行
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハヴ
ァ
ナ
で

亮
店
の女
の
子
た
ち
と
話
し
た
。
彼
女

たち
は
、わ
れ
わ
れ
が
ア
メ
リ
カ
人
で

あ
る
こと
を
知
る
と
、
ま
わ
り
に
集
ま

うて
き
て
、
質
問
を
あ
び
せ
か
け
た
。

「あ
な
たの
国
を
ど
う
思
いま
す
か
」

「わ
たし
た
ち
の
革
命
を
ど
う
思
いま

す
か
」ー

彼
女
たち
は
人
な
つ
っこ
く
、わ
れ

わ
れ
に何
の敵
慧
を
も
いだ
いて
いな

か
っ
た。
ア
メ
リ
カ
の
百
貨
薔
で
よ
く

み
かけ
る
同
し
黒
い服
を
き
て
い
た

が
、
あれ
よ
り
は
も
う少
し
す
り
き
れ

て
い
て
、ア
メ
リ
カ
で
み
か
け
る
ほ
ど

よ
く
にあ
って
いる
と
いわ
け
で
は
な

か
っ
た
。ス
タ
イ
ル
と
いえ
は、
前
に

も
後
に
も
ふ
く
れあ
が
って
いて
、
下

着
で
し
め
つけ
て
形
を
と
と
のえ
る
と

い
う
よ
う
な
、
現
代
女性
が
う
けて
い

る
恩
恵
に
は
あ
ず
か
っ
て
い
な
か
っ
た

。
形
式
的
な
意
昧
で
い
う
な
ら
、
た
し

か
に
ア
メ
リ
カ
の
女
性
の
方
が
魅
力
的

で
は
あ
った
。
し
か
し
、
顔
に
う
か
ぶ

、
か
が
や
か
し
い
表
情
や
敏
し
よ
う
な

微
笑
、
美
し
い
歯
や
愛
ら
し
い
オ
リー

ヴ
色
の
は
だ
は
、
彼
女
た
ち
に美
をあ

た
え
て
い
た
。
そ
の矩
し
さ
は
、
冷戦

の
焦
燥
と恐
怖
がア
メリ
カ国
昆
を
と

ら
え
て
は
な
さ
な
く
な
っ
て
以
釆
数
年

と
い
う
も
の。
わ
れ
わ
れ
が見
る
こ
と

の
な
か
り
たも
の
売。
要
す
る
に
、
こ

の
ヰ
轟
ーバ
の売
子
た
ち
は
桑
し
か
っ

た
の
だ
。

彼
女
たち
は
、
圧
制
と
暴
悔
の下
に

お
か
れ
て
いる
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人

ぴ
と
の間
には
み
ら
れ
な
い
、自
由
で

奔放
な態
展で
ふ
る
ま
っ
た。
彼
女
た

ち
に
と
って
、
革
命
は
目
分
たち
の第

二
の誕
生
で
あ
った
。
彼
女
たち
は
そ

の
こ
と
を知
っ
て
おり
、
われ
われ
に

そ
う
い
った
.

・

エ
ス
カ
ン
ブ
レ
イ
山脈
の義
勇
兵
た

ち
は
、
停
蜜申
の
わ
れ
わ
れ
の
摩
の横

で
、
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
光に
て
ら

さ
れ
て
、
晒
い
山
道
で
話
し
て
くれ
た

彼
ら
は
、
な
ぜ
革
命
が
必
要
だ
っ
た
か

を
摘
熱
を
こ
め
て
曲
った
。
掬
子
た
ち

と
同
し
よ
う
に
、
彼
ら
も
ま
た
近
く
に

群
が
り
よ
って
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
目
分

た
ち
の
車
命
に
つ
い
て
何
か
を
こ
の
北

米
か
ら
の
訪
問
者
に
の
べ
る
機
会
を
待

って
い
る
の
だ
った
.
彼
ら
の
ひ
と
り

は
い
った
。
「ア
う

力
合
衆
国
へ
帰

った
ら
、
お
国
の
み
な
さ
ん
に
い
って

下
さ
い
。
私
た
ち
は
あ
な
た
の
咽
と
平

和
に
や
って
ゆ
き
た
い
の
だ
。
し
か
し

あ
な
た
の
政
府
が
、
わ
た
し
た
ち
を

攻
翠
し
よ
う
も
の
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
木

と
岩
の
う
し
ろ
か
ら
、
キ
ュー
バ
人
が

ラ
イ
ソ
ル
銃
を
持
って
あ
ら
わ
れ
ま
す

よ
.
」
とふ

だ
ん
の
ま

ま
の
変
革

川
論

川

㎜
評

㎜

㎜瀬

新

言
咽…

再
び者
々
し
い
新
入
生
を
む
か
え
て

大
学
は
古
い
皮
を
一枚
む
い
た
。と
同

時
に
、
ま
た
、
大
学
全
体
が
新
し
い
出

発
点
に
立
って
い
る
の
で
あ
る.
そ
し

て
さ
ら
に
、
一つ
の
時
間
の
くぎ
り
を

認
め
な
が
ら
も
、
過
去
が現
在
のわ
れ

わ
れ
の
状
況
と
そ
れ
に
取
り
か
こま
れ

た
主
体
に
と
って
常
に
新
し
いも
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
るな
ら
は
、

政
治
的
、
社
会
的
、
文
化的
状
況
の
カ

オ
ス
と
わ
れ
われ
の位
置と
は
絶
え
ざ

る
対
話
、
抗
争
の
連続
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
ま
た
雁か
な
こと
で
あ
ろ
う
。

薦
理
の
さ
ま
ざ
ま
な側
面
を
、
あ
ら

ゆ
る
人
々
は
そ
れ
ぞれ
の
も
集
で
訟

り
、
自
ら
の
V
場
・位
置
に
'てく
し
て

舜

我
々
の
立
場
と
抱
負

年

度

に

当

っ

て

種
々
の概
念
を
形
成
し
、
さ
ら
に
こ
の

循
環
は
そ
の
逆
回
転
も
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
一
つ
の
〃購
実
存
を
め
ぐ
る
膨
大

な
言
菓の
群
は
、
こ
の
真
に
人
闘
的
な

苦
悶
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
退
き
を
決
し
て

許
さ
な
いの
だ
と
い
う
こ
と
を
執
擁
に

請
つて
いる
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

知
る
こ
と
は
、
抽
象
的
な
意
味
で
で
は

あ
る
が
、
大
義
各
分
と
し
て
の
学
問を

そ
の
高
慢
な
座
か
ら
61
き
ず
見
洛す
こ

と
と
な
る
の
だ
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
知
っ
た上
に立

りて
初
め
て
、
わ
れ
わ
れを
取
り
ま
く

状
況
に
対
す
る
発
三
も、
ま
た
そ
れ
に

対
し
て
買
任
あ
る
有
動も
司
能
に
な
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「新
年
度
」
が

空
論
的
に
春
霞
の中
で浮
かび
あ
が
っ

て
表
現
さ
れ
る
こと
を
拒
否
し
なけ
れ

ば
な
ら
な
く
なる
ので
あ
る
。

…
二…

安
保
闘争
を契
機
と
し
て
国
内
を
権

力
の下
に整
備
す
る
憲
妹
で
、
い
わ
ゆ

る
ρ太
平
ムー
ド
π
を
ふ
り
ま
き
な
が

ら
政
治活
勤
に
(政
暴
法
)
、
労
働
運

動
に
(工
L
O国
内
関
係
法
、
公
労
法

の最
高
裁
判
決
)
、
学
生
及
び
大
学
全

体
に
(大
管
法
)
、
そ
し
て
さ
ら
に
海

外
進
出
に
(目
韓
会
談
)
、
」戦
後
κ

を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
わ
れ
わ
れ
の
状
況

は
つ
いに
は
憲
法
を
も
改
悪
し
よ
う
と

し
て
いる
。
こ
の
大
状
況
下
の
わ
れ
わ

れ
を
細
か
に
分
析
し
て
見
よ
う
。
何
が

見
え
る
か
?
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
な
り
つ

つあ
る
か
?
狭
い
意
昧
で
の
政
治
的
に

も
、
社
会
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、
文

化
的
に
も
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
あ
え
て
以
上

の
よ
う
な
状
況
を
大
き
な
意
駄
で
の
政

治
状
況
と
呼
び
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
は
経
済
的
な
基
盤
の
上
に
立
ち
な
が

ら
、
小
さ
な
政
治
状
況
を
、
社
会
状
況

を
、
文
化
状
況
を
含
む
慧
駄
で
〃政

治
4
と
い
う
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
欲

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
、̀ロ

葉
の
遊
戯
で
は
な
い
。

た
と
え
は
、
昨
年
米
わ
れ
わ
れ
にと

と
って
最
も
亟
要
な
譲
題
で
あ
っ
た大

学
菅
理
法
は
、
わ
れ
わ
れ
の
執拗
な反

対
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
長
1ー太
学
と
い

う
奇
妙
な
図
式
に
よ
っ
て
ふり
ま
わ
さ

れ
、
国
家
椎
力
に
と
っ
て都
合
のよ
い

解
決
策
で
一時
的
中間
的
では
あ
れ
答

を
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た。
こ
の大
学
菅

理
法
に
反対
し
た数
多
く
の学
生
(教

養
部
学生
の場
合
、
九
〇
%
)
間
題
解

決
の
た
め
に自
ら
選
ん
だ
道
は
、
自
分

自
身
の
世界
観
ま
で
含
め
た発
爵か
ら

問
題
を
政
治
的
次
元に
まで
商め
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
これ
は
、
賛
成
と
し
た

学
生
に
と
っ
て
も同
じ
で
あ
る
。
こ
の

へ

よ
う
な
"政治
4
理
解
は
、
依
然
と
し

て
存
在す
る
「政
治
ぎ
ら
い
」
と
い
う

意妹
で
の
却政
治
4
と
は
全
く
無
縁
の

も
のだ
と
いわ
な
け
れば
な
ら
ない
だ

ろ
う。

=
三
:・

わ
れ
わ
れ
は
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
に

し
て政
治
の次
元
に
鋭
く
接
近
す
る
以

外
に
遣
は
な
い。
そ
れ
は
、
資
末
主
義

社
会
に
お
け
る
唯
一の
楠
力
者
"
資
本

家
と
そ
の
代
弁
者
で
あ
る
政
肘
・自
民

党
に
対
す
る
対
椎
力
政
治
闘
箏
と
い
う

意
妹
を
持
つ。
こ
の
点
で
わ
れ
わ
れ
は

労
働
者
、
農
民
、
中
間
層
と
の
直
接
的

利
害
関
係
上
の
つ
な
が
り
を
持
って
い

る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
'て、
わ
れ
わ
れ
は

今
進
行
し
つ
つあ
る
政
沿
の
大
状
況
を

透
徹
し
た
眼
で
見
抜
き
、
自
ら
の
王
張

を
、
要
求
を
つ
さつ
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

と
は
い
え
、
そ
れ
が
一直
線
に
出
て

く
る
も
の
で
は
な
い
。
外
濠
を
ス
マ
ー

ト
な
形
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
現
仕
、
常

に
直
球
だ
け
が
有
効
だ
と
思
って
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
自
ら
を
肥
ら
せ
、
思

想
的
な
豊
か
さ
を
通
し
て
反
撃
し
な
け

れ
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
現
在

の
状
況
の
壁
を
打
ち
破
る
も
の
は
、
壁

の
強
固
さ
に
打
ち
勝
て
る
ほ
ど
の
も
の

で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
貧
弱

な
「
一枚
岩
」
で
は
ど
つ
し
ょ
う
も
な

い
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
貧
想
な
暫政
治
謬
理

解
を
排
す
る
と
と
も
に
豊
か
な
慰
想
で

自
ら
セ
表
現
し
実
践
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
欄
も
、
今
後
こ
の
よ
う
な
立場
に

立
って
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う。

こ
の
人
ひ
と
に
と
って
、
魚
命
は
、

あ
き
ら
かに
教
呈
や
講
演
場
で
論
し
ら

れ
る
一
つ
の
言葉
で
は
な
か
った
の
だ

。
革
命
は
生
き
た
存
在
で
あ
り
、
日
常

生
沽
の
一部
で
あ
った
。
革
命
は
ふ
だ

ん
の
ま
ま
の変
革
で
あ
っ
た
。

泥
だ
ら
け
の道
を
舗
装
す
る
こ
と

以
前す
き
を
いれ
ら
れ
な
い
で
ほ
お
っ

で
お
か
れ
た処
女
地
を
た
が
や
す
こ
と

革
命
は
ト
ラ
ク
タ
ー
をは
し
ら
せ

る
ガソ
リ
ンだ
っ
た
.
董命
は
砂
糖
キ

ビ
以外
のも
の
を生
産
す
る
援
会
だ
,

た
.
革
命
は
、協
同
組
白や
町
の計
圃

に
つ
い
て
議
輸
ず
る
た
め集
会
を
ひら

き
、
熱
っ
ぽ
い
、
発
菖
の多
い議
繭
の

後
に
、
執
行
委
員
の
候
補
者を
選
ぷ
穣

会
だ
っ
た
.
革
命
は
、
一年
中
保証
つ

き
の
労
働
に
よ
る
、
日
四
ノ
の
賃金
を

う
る
こ
と
だ
っ
た
.
そ
し
て革
命は
、

思
い
出
し
て
み
て
も
い
つ
の
こと
か
ら

か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
昔
か
ら
家
賃
を
は

ら
い
つ
づ
け
て
き
た
家
を
、
収
入
の
輔

割
を
こ
え
な
い
分
割
払
い
で
、
自
分
の

も
の
と
す
る
権
利
を
え
る
こ
と
だ
っ
た

。
こ
れ
ら
が
、
革
命
の
中
味
だ
っ
た
の

だ
。キ

,一ー
バ
が
独
立
を
押号
西し
、
新
し

い
時
代
を
む
か
え
た
時
、
ア
メ
リ
カ
が

憤
然
と
し
て
草
命
に
背
を
む
け
た
の
は

あ
ま
り
に
も
ま
ず
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
短
気
な
年
よ
り
の
ア
メ
リ
カ

オ
ヤ
ジ
が
谷
赦
な
く
キ
ュー
バ
息
子
を

ぶ
つ
の
で
、
息
子
が
と
う
と
う
家
を
出

て
い
うて
し
ま
い
、
オ
ヤ
ジ
が
怒
って

背
を
む
け
た
と
い
う
の
な
ら
、
ま
あ
ま

ず
か
った
と
い
う
こ
と
で
挙
は
す
む
。

オ
ヤ
ジ
は
た
だ
、
い
た
む
胃
を
お
さ
え

て
、
お
も
し
ろ
く
も
な
い
晩
年
を
生
き

な
が
ら
え
て
い
け
ば
、
そ
れ
で
よ
か
っ

た
か
ら
だ
、
(つ
づ
く
)

創刊≡≡周年
記念持集号
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、
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実
/
岩
淵
悦
太
郎

編

、

▼

現
代
の
生
き
准
日
本
語
の
辞
典

『
学

手

生
徒
の
実
際
の
学
習
に
役
立
つ

▼
現
代
生
活
に
必婆
シ
冠
わ
れ
る
晒
を
厳
遍
し
て
五万
七
千
余
を
収
め
、
瀦
代
か
なつ
か
い

で
配
列
し
た

▼よ
く
使
わ
れ
て
い
る
灘孕
約
二壬
四百
を
遇
び
出
し
、
音
訓
を
示し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
鳳
味
・用例
を
拳
げ
た
の
で
、
醸
呈
騨
典
の役
劇
も
桑
た
す

▽
晒
の意
瞭は
、

単
な
る
億那
か
えを
さ
け
て
、
そ
の
謂
の
基
本
的意
味を
朋
確
に
し
た

▼
目
本
晒
の申
で

最
も
墓
本
と
な
る語
に
は
、
轄
に
く
わ
し
い
脱
朋を
加
え
牝

▼
必
嬰
と
思
わ
れ
る古
雁
も

収
め
た

▼
こ
の
辞
興
のた
め
に
-
活
字
を
新
鱒
し
た
ので
、
見
や
す
い

▼
付
録と
し
て

品
詞
編
説
・活
用
表
げ新
旧
か
な
づ
か
い
対
照
表
など
を
付
し
た

▼
申
学
上
級
生以
上
、

学
習
用
に
も
日
常
の
実
沼に
も
最
適
で
あ
る
.

.

定
価
凸ハ
0
∩
ワ月
!
小
B
6
判
.一
一二
一冒
7
ク
ロ
ー
ズ
装上
璽
函
入

新
し
く
国
語
の
辞
典
を
お
求
め
の
方
は
、
ど
う
ぞ
こ
の
辞
典

に
ぐ
注
目
く
だ
さ
い
。
内
容
見
本
も
出
来
て
お
り
ま
す
。
生

活
協
同
組
合
、
ま
た
は
最
寄
り
書
店
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

矢
内
原
忠
雄
全
集

「帝
国
主
覇
下
の
台湾
」そ
の
他
の
各
著を
残
し
た
優
れ
た
経
済学
者、
純
粋
に
し
て
不
屈
の

信
仰
を
貫
いた
真
の
基
督
者
、
載
後
の混
乱
期
に
民
主
主
義
の大
義
を朋
ら
か
に
し
た
偉
大

な
教
育者
1
この
三
者
を
一身
に
兼
ね
た矢
内
原
先
生
の
全
貌
を
伝
える
.
戟
蒔
の
無
遺
な

弾
圧
の
下に
あ
って
、学
的
良
心
を
曲
げ
ず
、信
仰
を
捨
て
ず
静
か
にし
て
毅
然
た
る
抵
抗
を

戦
い
抜
い
た先
生
の
生
涯
と
人
格
と
は
、
こ
の全
築
を
通
じ
永
遠
に伝
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

■
蚕
刀
巻
・四
山翁
王
製
函
入
/
平
均
七〇
〇
買
/
毎
月
一冊
刊
行
/定
価
各
巻
八
〇
〇
円

第
1
回
・第
1巻
鴫植
民
政策
研
究
工
』馳
売
第
2
回
・第
6
巻
「聖
書
講
義
1
』4
月
H
日

岩波■店/東京・神田・一ツ柵ノ振替東踏16240

 

一愚

,.
、

予
約
募
集
・申
込
締
切

4
月
30
日

予
約
申
込
者
に
のみ
お
頒
ち
し
ま
す
.

分
冊
の
お求
め
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。期
限
ま
で
に
最
寄
り
轡
店
へ
お串
込
み
下
さ
い

レ4月中脇 亮(ソノシート4面テキスト16頁)

予価300円倉石五郎

予価300周石山正三

薗田陽一一/ヌし山熊雄 予価300円

岩波の語学入門齊は清新な創意工夫にみちた構成と正確
適切な内容とをもって,定 評を得ている・発音について
は,国 際的な発音記号などにより細かな指導が与えられ
てはいるが,音 療丈字を通じての発音学習には隈界があ
る.今 回,こ れを補うために.優 れた外人敦師の協力を
えて.入 門雷の1霞要部門を吹き込み,ソ ノシートとした

『増訂新 ドイ ツ語 入門』 倉石五郎著420円

『新 ロシヤ 語 入門』 石山正三著420円

『新 フ ラン ス語 入門 』 蘭囲/丸山著420円
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イ
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ス
タ
ー
リ
ン
の
矯
正
労
働
収
答駈
の笑
態
を
摺
い
て
世
界
の話
題
を
呼
ぶ
ソ
漣
の
問
題
小
説
1

資
本
論
読
本

勘

坂

逸

郎

●

茎

8

六
〇
〇
〇
放
に
及
ぶ
資
本
論
の大
著
を
一冊
に
編
訳
し
た
百
万人
のた
め
の
ボ
ケ
ヅ
ト
資
本
論

人

間

の

声

H
・W
・ぺ
ー
ア
編
・涯

二訳
纈

¥
2
8

第
二次
世
界
大
戦
犠
牲
者
の
寧
紙
と手
記
-人
狽
の
精
神
的
幕碑
銘
、
痛
苦
に
充
つ
感
動
の書

日
本
を
考
え
る

小

田

奥

著

¥
2
8

〈
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も
見
て
や
ろ
う
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日
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て
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づ
く
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に
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激
流
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川

章
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著

¥2
5
0

京大
事件
の
全
貌
を
初
め
て
明
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に
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、
学
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の
臼
由
、大
学
自
治
への
反
省
に
及
ぷ4

ア
メ
リ
カ

ふ

田

奥

着

茎
8

ア
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カ
と
は
何
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に
真
正
面
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篇
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学
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な
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け
が
繁
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し
て
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た
のか
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学
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人
聞
誕
生
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密

数
学
の
す
す
め

矢
野
0
太
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著

¥
28
0

数
学
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し
い
と
い
う
先
入
観
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って
い
る
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い
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も
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い
数
学
と
は?

中
国
故
事
物
語

常

石

疏

他
纒

¥
28
0

会
話
を
豊か
に
し
手
紙
や
交
章
に
役
立
つ日
本
人
の
雷葉
の泉
.
「日
本
蔽
事
物
語
」
姉
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日
本
故
事
物
語

惣
田
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三
部

著
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の
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¥
45
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生
醐
場
」の著
者
が
思
い
出
の
蝪
所
を訪
れ
て
今
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の
想
い
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⇔青
春
回
想
の
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想録
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学
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交
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賞
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篇
部
門
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作
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の
器
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で
絶
賛を
浴
び
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の処
女
評
諭
築

随
筆
入
門

宵

田

精

一
著

¥
2
3
0

東
西
古
今
の
名
随
鑛
・日
記
・書
側
を
楽
しみ
つ
つ身
に
つ
く
藍
賞
力
と名
交
作
成
の
鍵
を
と
く

悲
の
器

高

柵

和

B

署

¥
2
8

巣
光
か
ら
破
滅
の
壇
を進
む
一現
代
イ
ン
テ
リゲ
ンチ
ヤ
の
精
神
構
造
を
え
がく
本
格
的
畏
篇

卿■

■
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=
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オ
セ
ロ
ー

・
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
他

シ
ェ
イク
ス
ピ
ア
・福
田
恒
好
訳
・解
説

¥3
2
0

夏
の夜
の夢
・ヴ
ェニ
ス
の
商
人
・じ
ゃじ
ゃ
馬
な
ら
し
を
収め
た
五
大
傑
作
集

南
回
帰
線

ヘン
リ
ー
・ミラ
ー

大
久
保
康
雄
訳
・・飛
田
茂
雄
解
説

¥2
8
0

扁
烈
き
わま
るア
メ
リ
カ
反
朋
へ
の
反
逆
と批
判
ー
鳶
春
放
浪
を描
いた
異
色
の
自
伝
的大
作

復
活

ト
ル
ス
ト
イ
・中
村
白
藁
訳
・桑
原
武
夫
解
説

、

¥
23
0

若
き
日
の
罪
へ
の
ざん
げ
を
烈
し
い
自
責
の
念に
か
ら
れ
て
醤
い
た
、
文豪
晩
年
の
傑
作

武
器
よ
さ
ら
ば

・
老
人
と
海

(ミ
ン
グ
ウ
ェイ
高
村
勝
治
・福
田恒
存
・大
久
保
康
雄訳
桑
原
武
夫他
解
説

¥
2
80

生
涯
を
教
え
き
れ
ぬ
雷
険と
危
機
の
う
ち
に
過
し
た
不世
団
の
タ
拶
の代
表作
と
範
篇

怒
り
の
ぶ
ど
う

ス
タイ
ン
ペ
ッ
ク
・石
脚郎
訳
・倉
橋
健
解
説

¥
2
8
0

アメ
」
力
交
学
を
代
表
す
る
巨
匠が
人
間
の
根
源
的
な
栴命
力
を
賛
奥
し
た
仕大
な最
高
傑
作

9就鼎饗

54
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弐漏繋(第3種郵使物認可)第1146`3,

落
第
数
は
ま
す
順
当

▼予

期

し

な

い
落

第

は

少
な

い
?▲

ー

昨
年
度
は教
養
から
学
都
へ進
字

でき
な
か
っ
た者
が
百
四
十
六
人
も
あ

,て
か
なり
一般
の庄
目
を
あ
つ
め
に

の
で
す
が
、
ま
ずこ
の間
題
に
つ
いて

お話
し
し
て
いた
だ
き
た
いと
思
い
ま

す
。

植
野

及
浩会
諏に
出
て
い
た
が
、
試

験
の結
果
と
し
て
表
わ
れ
た
成
紙
か
ら

み
れ
ばや
む
を
え
な
い
と
思
う
。
た
だ

あ
あ
カ
った
理
由
が
、
学
生
の
方
に
い

ろ
いろ
単情
や
いい
分
は
あ
る
と
思
う

の
だ
が、
そ
の
内
容
が
よ
く
分
ら
な

い.
む
し
ろ
、
ふ
つ
う
に
勉
強
す
れ
ば

あ
ん
な
成
績
は
と
る
は
ず
が
な
い
の
だ

が.
森

昔
の
感
し
か
ら
す
れ
ば
あ
れ
ぐ
ら

い落
ぎ
て
も
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
う
。

な
に
が
、
落
ち
た
ら
大
変
だ
と
い
う
空

気
が
h
よ
い。
浪
人
す
る
の
は
一琿
や

8

ピ

講
義
欲
し
け
り
ゃ
手
を
出
ぜ

二年
な
ん
で
も
な
い
が
、
入
って
し
ま

一
っ
たら
ス
ー
ッ
と
ま
と
も
に
出
る
力
が

あ
た
り
ま
え
だ
と
いう

:・。
背
は
将

米
を
保
障
さ
れ
て
い
た
関
係
も
あ
うた

か
も
知
れ
な
い
が
、
も
っと
落
ち
た
。

半
分
ぐ
ら
い
は
残
って
い
て
、
そ
れ
が

ふ
つう
の
よ
う
な
空
気
だ
った
。
と
こ

ろ
が
、
な
ん
だ
か
せ
ち
が
ら
く
な
って

き
て
、
猷
験
の
時
は
大
雀
気
に
す
る
。

裡
野

あ
あ
い
う
成
績
を
見
て
い
て
、

落
第
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
教

養
部
の
授
爽
の
仕
力
な
り
、
あ
る
い
は

勉
強
の
仕
力
な
り
、
す
べ
て
を
通
し
て

す
ご
く
甘
っち
ょ
ろ
い
と
い
う
気
が
す

る
。1

落
納
に
つ
い
て
は
、
家
厩
で
は

大
き
な
意
臥
を
持
って
い
て
も
、
学
生

個
人
の
意
識
の
上
で
は
あ
ま
り
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
な
いと
思
いま

す
が
。

轡
驕
鑓
桝璽
野
欝
樋

い
た
って
な
ん
と
か
な
った
と
い
う
串

情
が
あ
る
が
、
こ
の
ご
ろ
で
は
は
の
中

が
せ
ち
が
ら
く
な
って
、
家
胞
の
掌
情

な
ん
か
が
入
り
込
ん
で
く
る
。
そ
れ
か

ら
、
学
部
に
よ
っ
て
も
、
落
第
を
気
に

す
る
の
と
気
に
し
な
い
の
と
が
あ
る
。

た
と
え
は
、
理
科
系
の
学
生
を
見
て
い

て
も
、
理
学
部
と
工
学
部
だ
と
、
工
学

部
の
方
が
よ
く気
に
す
る
よ
う
なと
こ

ろ
が
あ
る
。

野
村

少
な
く
と
も
、
ぼ
く
の関
係
し

て
い
る
試
験
か
ら
い
う
と
、落
第
する

つ
も
り
で落
第
す
る人
は
か
なり
いる

だ
ろ
う
と
思
う。
予
期
し
な
い落
第
な

ん
か
は少
な
いん
し
やな
い
か
(笑
)

植
野

し
かし
反
対
に、
デ
ー
タ
ー
を

見
れ
ば
一度
落
第
し
た
者
は
翌
年
進
学

でき
る
と
いう
可
能
性
は
ひし
ょう
に

.少
な
い㍗
だ
か
ら
、
一度
落
第
す
る
と

二年
、
三
年
、
四
年
も
だ
め
で
、
そ
れ

で
八
年
以
上
に
な
って
出
ち
ゃ
う
と
い

う
人
も
ず
い
ぶ
ん
多
い
ん
し
ゃ
な
い
か

準=ゆ

●.

;出};席ll者1

植野 修司
(京大教養部聯欧援。ロシ
ア語)

森
(京大教養部助教授・数学)

 

の

野 村 修

(京大教養部助敦援・ドイ
ツ語)

1司会】一 編 集 都
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二
年
、
三
耳
の
人
は
ぜ
った
い
に
進
黎

で
き
な
い
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。

1

教
喪
都
か
ら
は
な
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
でし
ょ
う
ね
。

植
野

う
ん
。

▽討
論
て

き
る
よ

う

な

授

業

を△

ー

短
年
五
月
ご
ろ
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ

講
餐
に
出
る
学
生
が
へ
っ
て
きま
す
ね

講
嚢
に
つ
いて
ぼ
く
ら
目身
も
正
統
的

に考
え
ら
れ
な
い
ので
す
が
。
語
学
で

も
、
ぼ
く
ら
の
感
じ
で
は
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
い
わ
め
る
"語
学躍
なん
で

す
ね
。
た
と
え
ば
そ
こ
に文
学
と
い
っ

た
背
景
が
あ
れ
ば
、
同
じ
言
葉
を
学
ぷ

に
し
て
も
ず
い
ぶ
ん
ち
が
って
く
る
と

思
い
ま
す
が
。

野
村

く
ら
も
や
っと
こ
れ
か
ら
考
え
出
す
ぐ

ら
い
の
と
こ
ろ
だ
.
今
ま
で
だ
い
た
い

惰
性
的
な
や
り
方
し
か
し
て
い
な
か
っ

た
(笑
)
。
で
き
れ
ば
こ
れ
か
ら
は
な

る
べ
く
出
た
い
人
だ
け
出
る
よ
う
な
形

で
、
タ
バ
コ
な
ん
か
も
吸
え
る
よ
う
な

そ
ん
な
授
粟
を
し
た
い
と
思
って
い

る
。1

'そ
う
い
う
場
台
、
た
と
え
ば
ど

う
い
う
ふ
う
に
:・

野
村

た
と
乳
ば
、
ソキ
ス
ト
で
も
、

み
ん
な
で
内
谷
を
考
乳
ら
れ
る
よ
う
な

も
の
を
使
い
た
い
。

森

こ
こ
の
大
学
の
数
字
な
ど
は他
大

ー
難
難

ば
よ
い
.
文
科
系
の
場
合
は
…
(笑
)

私
の
場
台
、
前
半
は
お
も
に
数
堂吏
を

や
って
数
学
の
現
在
的
意
義
を
求
め
、

後
半
は
そ
れ
指
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い

る
。

植
野

学
銑
の
力
が
ど
つ
い
う
目
的
で

諸
義
を
聞
き
、
ま
た
そ
れ
を*
めて
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

野
村

学
生
が
、
語
学
な
ら
臨学
の授

桑
か
ら
そ
れ
以上
のも
の
を求
め
よう

と
し
て
い
る
の
なら
、
講
義
時
間
以
外

にグ
ル
ープ
を
つく
って
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
よ
う
な
の
でや
れ
ば
よ
い。

植野

教
蛋
都
の学
生
が
教
獲
部
の
先

生
だけ
にし
か
質
間
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
の
だか
ら
.
だ
か
ら
学
生
が
受
身

に
はか
り
立
た
ず
〃欲
し
け
り
ゃ
手
を

出
せ
躍
と
いう
こ
と
で
す
ね
。

森

学
生
は
も
っと
要
求
を
田
せ
ぱ
よ

い。ー

教
獲
鄙
に
は
求
め
な
い
で
す
よ

森

さ
っき
の
グせ
ち
が
ら
さ
ノ
と

結
び
つく
ん
だ
が
、
学
生
の
出
席
率
を

よ
く
し
く
し
ょ
う
と
思
う
と
、
や
は
り

出
席
を
と
れ
ば
よ
い
ん
だ
.
そ
の
次
は

講
義
で
や
うた
こ
と
を
そ
の
ま
ま
試
験

問
題
に
す
る
こ
と
。
講
義
と
関
係
の
な

何
か
に
貧
欲
で
あ
れ

ー

ま
た元
に
戻り
ま
す
が、
と
に

か
く
入
学
頭初
は
受
験
生
活
か
ら
の解

放感
でと
ても
すば
ら
し
く
見
える
と

思
う
ん
です
が
、
それ
が
ど
う
いう
風

に
空
虚
な
も
の
と
な
って
いく
の
か

?
.
十
八
～
二
十
歳
台
の
学
生
で
あ
る

と
いう
こ
と
か
ら
いか
が
で
す
か
?

植
野

そ
れ
を
満
た
し
て
く
れ
る
よ
う

な
も
の
が
非
鵠
に
少
な
い
か
ら
興
妹
が

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か

ね
。

森

そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
ん
だ
が
、
や
は
り
つま
ら
な
く

て
も
出
な
い
と
ウ
ル
サ
イ
と
こ
ろ
に
こ

う
い
う
傾
向
が
あ
る
ん
し
ゃ
な
い
か
?

▼ユ

昌
ー

ク

な

も

の
を
求
め

す
ぎ
?▲

1

植
野

私
は
ね
、
君
ら
の
世
代
は
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
ば
か
り
を
求
め
て
オ
ー
ソ

ド
ソ
ク
ス
な
も
の
を
退
屈
が
る
傾
向
が

あ
る
と
思
う
。

1

そ
う
い
う
傾
向
は
時
期
的
に
も

う
少
し
後
に
な
ら
な
い
と
出
て
こ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
?

植
野

つ
ま
ら
な
い
と
い
う
感
し
は
す

る
ん
だ
ろ
う
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
よ

り
ま
ず
オ
ーソ
下
ック
ス
な
も
の
を味

気
な
くて
も
済
ま
さ
な
く
て
は
なら
な

いと
思う
。

森

他
の大
字
のこ
と
は
知
ら
な
い

が、
モス
ク
ワ
大
学
の場
白
、
講
義
と

層層一

●

03,
讐
⇔■

い
自
分
で
考
え
て
嘗
く
試
験
の
場
含

出
席
躍
が
悪
い
.
つ
ま
り
、
内
容
し
ゃ

な
く
猷
験
の
や
り
方
で
学
校
に
出
る
か

出
な
い
か決
ま
って
し
ま
う傾
向
があ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か。

植
野
講
義
が
い
い
か悪
い
かし
ゃ
な

く
て
、
試験
に通
って
卒
業
す
る
ため

に講
義
に
でて
く
る
3・

森

わ
り
と
そ
の
へん
は
た
より
な
い

ね
.
文
科
系
の
学
生
だ
が
、
二百
人
ぐ

ら
い
いる
べき
な
のが
二
十
人
ほ
ど
に

な
っ
たか
ら
講
義
を
や
め
て
、
適
当
に

テ
ー
マを
決
め
て
討
論
し
ろ
と
い
った

と
ころ
が
誰
も
ノや
べ
ら
な
か
った

(笑
)
。

植
野

む
し
ろ
学
生
の
万
が
し
っか
り

し
た
問
題
慧
識
を
も
って
講
罐
に
で
で

こ
な
い
。
遠
慮
深
い
わ
け
で
は
な
い
と

思
う
し
、
先
生
が
像
い
か
ら
話
し
に
く

い
わ
け
で
も
な
い
と
思
う
ん
だ
が
:・。

ー

ク
ラ
ス
担
任
制
に
つ
い
て
ど
う

で
す
か
。

植
野

育
央
会
の
面
接
と
コ
ン
パ
の
と

も

き
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
な
。
恋
愛
問
題

を
相
談
し
に
く
る
人
も
少
い
し
ね
。

心
配
な

ヒ
モ
つ
き

の
"自
由

"

い
う
の
は
ど
の
本
に
でも
畜
いて
あ
る

こと
を
非
常
にク
ソ
丁
寧
に
教
え
て
い

る
と
いう
話
で
す
ね
。

▽

今年の京大の国語間題1は例年に比 多いが、理解力と蓑現力とをみる問
し、全体としてみると、闘題の質に 題が、巧みにかみ合わせて出題され
おいて、設問の在り方においてやや ている.「1」!の(2):(3)、「3∫の
落ちるように感う。もう少し骨のあ・(3∫5B」の(2)など内醤を理解し
る問題があって1もよいのではない 要旨を頭でまとめるカとともにそれ
か.を どう表現するか、その文字、文章
しかし「京大国語」の特白は依然 の蓑現の仕方によつて得点の開きが

として保たれていて、この点は高校 生してくることを覚悟しなければな
の国語教育の立場から望ま1レ酔形で るまい。
ある。それは、総括的にい
えは、高校の国膳教窒の貝
体に即した、各方面の基礎
能力を試そうとする意図、
付け焼刃的な受験準備の利
かない、国語力をみょうと
するものであるということ
である。これを分析してみ
ると寸
(1)狭 義の文学や文章の
解釈に幅せず、日常の謡
しことば、著きことばな
ど「生活のことば」}こわ
たる出題(読 み、欝取
り、講演、対話)

(2)文 章の読解力をみる
ための鴫オーソドックスな
各方面め設問(文意・主
題の要約、文章の構成、
記述面の解釈・説明な
ど)
(3)古 文では平易な文章

水

　

義

敏

の精碓な読解(国 語訳では1古語、
文法を十分にこなしたものを求め
る)
(4)解 答方式は記述式が多いこと
(文字、文章の表現力)

といつたものである。
要するに、現代文も古文もともに

とく}こ難問ヒしてはないが、国譜の
基礎能力を試す傾向がつよく、平易

平
易
に
す
ぎ
た
感

各間にっいてみると、
「1」の(1)な どはごく常
識的な日常的な用語の読み
と憲味を間うもので「2」の
(1)と ともに、やはり国語
の基礎能力をみるものとし
て適単なものであろう。た
だ(2)は新傾向のにおいが
するが、「知性」とか「人間
性」とか、よく用いられる
ことばであって案外ばく然
と使われているので、ちよ
りと盲燃をっいた形である
が、その概念化、また具体
化が、採点における客観性
の上でやや危ぶまれる。古
文は平易、無難。ただし選
択の古文はもう少し読解に
骨の折れる文章があつても
よいと思うが.「4」は新傾
向の問題で「別に」などを入
れた場合、どう処理される

か疑間が持たれる.こういう点、殴
間において何とかならないものだろ
うか.「6」の(3)は「申揖語辞典」と
「古語辞典」とが判定の対象になろう
が、他のものはあまりにもかけ離れ
ていて、平易すぎる.(4)の 問いは
その趣旨はわ かるが「矛盾」という:
語は論理学上、中聞のものの存在し
ない対立をいう語であるから「反

なように見えて、厳密な採点の基準 対」の意味の語を用いるべきであろ ・
によれば得点レにくいといつた性格 う。
のものである。解答方式に詔述式が(京 都府立洛北窩校教諭)
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1、 問 題 に と り 上 げ ら れ た ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■1て い る 。 こ れ ら の 問 題 は 現

養
生
訓
を
実
行

す
る
勇
気
あ
り
や

⊥

槙
野

と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
講
義
に

で
る
か
で
な
い
か
と
い
う
間
題
も
自
分

へ

の
人
間
形
成
と
い
う
問
題
も
含
め
て
、

貝
原
益
軒
セ
ン
セ
ー
じ
ゃ
な
い
が
、
原

則
齢
的
な
公
式
的
な
生
活
を
始
め
る
勇

気
は
あ
る
?

ー

い
つ
か
は
そ
う
い
う
風
な
生
活

を
し
な
く
ち
ゃ
ブ
ソ
つ
ぶ
れ
る
と
は
思

って
い
る
の
で
す
が
、
大
学
に
入
った

と
た
ん
に
ワ
ソ
と
沢
山
の
題
題
が
出
て

く
る
。
そ
の
閥
題
一つ
醐つ
に
答
え
て

い
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
い
う
恐
迫

観
念
み
た
い
な
も
の
に
と
ら
わ
れ
て
…

植
野

何
か
貧
欲
さ
を持
っ
て
い
る
人

も
い
る
と
思
う
ん
だ
が
。

ー

そ
れ
が
、
スト
レー
ト
に
そ
こ
へ

行
く
の
で
は
な
く
て
、現
代
の状
況
と

い
う
も
の
が
一つ
の題
題
に情
熱
を
傾

け
る
と
い
う
より
も
、
多
く
の問
題
意

識
の下
でし
か
僕
選
の行
勤
を
許
さ
な

い
の
で
は
な
いか
と
慰
う
ん
で
す
が
.

糠
野

能
力
的
に
深
く
追
求
す
る
こ
と

によ
って
、
いろ
い
ろ
の
問
題
の
考
え

方
と
か
感
じ
方
と
か
い
った
も
の
の
論

拠
が
身
に
つ
く
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う

い
う
論
拠
を
持
って
な
い
と
目
分
の
世

9の
一

8

界観
と
か
体
系
と
か
は
で
き
な
いの
で

は
な
いか
と
いう
気
が
す
る
。
侮
で
も

で
きる
と
いう
気
持
か
ら
間
口
を
目
分

か
らス
ゴク
広げ
す
ぎ
て
い
る
感
し
が

す
る
ん
で
す
。
私
達
の
学
生
時
代
は
戦

後
の混
乱
期
で
儒種
の
虚
脱
状
態
に
あ

った
か
ら
、
問
口
は
い
く
ら
で
も
広
が

うた
が
、
自
分
で
そ
の
中
か
ら
一
つの

間
口
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時

代
で
し
た
。

森

間
口
が
広
い
と
い
つ点
で
は
私
達

の
学
生
時
代
に
も
あ
っ
た
こ
と
で
現
在

の
状
況
と
共
通
し
て
い
る
.
私
達
は
理

科
系
の
学
生
だ
っ
た
も
の
で
戦
争
に
は

叩
ψ.9
昌言

.一=:
≡
..齢§
.三
言

一善

..§

...昌
一;
一3購
一=
-:
≡
一.三

一..≡

一7.旨
■:

三
鱒≡
響..昌一言
.昌=
.邑

=.噛昌一.り昌7
..…

..昌
言
邑

一三

…
・・。鐸§
:

§
:
∋
一三
冨
:
§
:
一=:

昌冒:
一置=

§
:
一=:
5

:
≡
一
三
一=
≡
圏
三
曽=
=

へ 、'
川ll8噛叫障■勧既■鱒"h匿輔肚1,・ll餉0011■.ell■,■1500●ll霊聰●1邑II■舗i,●llloOll隅Olll6,1"el開1.III鵬.髄o■o闇11■鋸邑II「lll■Ill「聰gl騨「■鯛

問
題
一、
三
、
五
、
な
ど
で
か
な
り

点
を
取
って
も
ら
え
る
と
思
っ
た
の

で
あ
る
が
、
あ
て
が
外
れ
て
安
外
成

績
は
悪
か
った
。
こ
ち
ら
と
し
て
見

た
い
京
は
、
受
験
生
が
、幾
何
、
代

①数 学

数
、徴
檀

分
と
別
に

習
った
も

のを
、
全

般
に
わ
た

りて
基
本

的
に
も
合

し
て
理
解

F一=
勧
って
い
な
い
人
が
多
い
の
で
す
が
、

私
達
と
私
達
よ
り
一-
二
比
上
の
人
遠

と
は
少
し
滋
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
と

い
う
の
は
・
た
と
え
ば
映画
と
窮

も

の
の
見
方
に
お
い
て、
一
ー
二年
上
の

人
達
は
専
門
は
熟心
に勉
強
す
る
が
、

映
画
は
単
な
るリ
ク
リ
エー
シ
ョン
に

す
ぎ
な
い。
と
ころ
が
私
達
は
専
門
も

映
画
も
同
し
く
ら
いに
ー
ど
っち
も
あ

ま
り
や
ら
な
か
った
が
…
(笑
い
)
ー

本
気
で
受
け
取
って
い
た
か
ら
、
こ
の

映
魅
は
ど
う
だ
った
か
と
い
う
風
な
議

論
も
よ
く
や
うた
。

植
野

私
た
ち
は
リ
ク
リ
エ
ー
シ
コ
ン

と
し
て
し
か
映
画
を
観
な
か
った
。

し
て
い
る
か
と
い
う
京
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
目
的
で
、
終
結
を
示
さ
な

い
問
題
や
、

一
問
中
に
代
数
的
と
幾

何
的
解
法
の
混
る
も
の
、
ま
た
あ
ま

り
う
ま
く
な
い
A
君
の
答
案
で
も
、

そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
完
成
す
る
に
は

二一,一騨=
一一
}ζ
一一;
一冨
二=
冒;
;一二
=■
一冒;
■昌
=,

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
つ
問
題
が

で
て
い
る
。

採
点
後
の
感
想
と
し
て
は
、
ど
う

も
公
式
に
機
械
的
にあ
て
はめ
て
少

し
変
形
す
れ
ば
で
きる
と
いう
よう

な
問
題
で
あ
れ
ば
よ
い
が
(例
え
は

問
A
5
)総
合
的
に考
え
セ
ρ
、
ま

に
応
し
て
採
点
し
て
あ
る
)
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
の
頃
な
に
乙
と
に
よ
ら

ず
○×
式
の判
断
に追
わ
れ
て
いる

マ

こ
と
に
、何
か
反
省
を
与
λる
も
の

でな
い
かと
思
う
。

整
っ
た理
解
と
いう
点
に
つ
いて

思
い
つ
くま
ま
二
、
三
点
を
次
に
上

表
現
の
方
法
が
不
十
分

軌
跡
、変
数
問
題
な
ど

呂;7=噛一胃
森と

し
て
の
戦
後
派
第
一
号
(?
)
の
私

達
と
は
似
て
い
る
と
も
い
え
そう
だ。

で
も
本
当
に
違ろ
と
こ
ろは
、
そ
の頃

は根
無
し
草
と
い
う
か、
今
は
下
宿
し

て
い
る
こと
は
して
いる
ん
だ
が
、
何

か
そ
の後
に
シ
ッポ
み
た
い
な
も
の
が

く
う
つ
いて
いる
(笑
い)
。

ー
だ
か
ら
、
そ
う
いう
下
宿
人
根
性
を

徹
底
さ
す
こ
と
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょう
か
。

森

ホ
ー
ム
・ド
ラ
マ
の
感
覚
と
い
う

の
が
、
こ
こ
数
年
間
の
う
ち
に
新
し
く

つ
け
加
わ
って
き
た
。
発
想
が
多
様
で

あ
る
と
い
う
こ
と
目
体
も
よ
い
こ
と
だ

し
、
そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
討
論
さ
れ
て深

め
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
け
れ
ど、
そ
れ

が
さ
っき
の
ホ
ー
ム
・
ドラ
マ的
な
シ

ッ
ポ
の方
と
関
係
が
あ
ると
す
れ
ば
大

変
困
った
こ
と
だ
と
黒
う
わけ
です
.

た
は
予
想
し
な
が
ら
考
え
る
も
の
に

は
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

.
ま
た
考
え
て
も
そ
の
長
い
思
溝
過

程
を
、
人
に
わ
か
る
よ
う
に
前
後
矛

眉
せ
ず
、
ま
た
ヌ
ケ
メ
な
く
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

(
も
ち
ろ

ん
少
し
で
も
不
冤
全
で
あ
れ
は
、
0

点
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
各
段
階

}鴨;
■冒一響一■
層竃
一曹噛一一言
二一一ロ
;一=
一=3
層=
=
呂
層冒

そ
う
い
う
意
味
で
君
た
ち
と
学
生

う
ま
く
な

っ
た
討
論
会

＼

だ
が

"実
感

4が
と
も
な
う
か

森

こ
れ
は
亭
冥
か
どう
か知
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
目治
委
員
レ
ベル

ま
で
の
学
生
還
の考
え方
は
、
社
学
岡

と
か
レ
フト
と
か
マル
岡
と
い
った
風

に
、覚
派
の考
え方
と
し
て
し
か
受
け

取
られ
ず
、
目治
委
員
個
人
の
考
え
方

と
は見
ら
れ
な
いそ
う
だ
が
、
と
に
か

く
多
様
性
だ
か
何
だ
か
よ
く
分
ら
な
く

な
って
いる
。

1

党
派
性
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
叩

き
こ
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
ね
。
そ
れ
に
党
派
性
と
い
う
も
の
が

い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
知
って
い
る
ん
で
す
よ
。

植
野

な
る
ほ
ど
ね
。

ー

学
生
埋
動
の
場
合
、
そ
う
い
う

党
派
性
に
ま
ず
ケ
イ
レ
ン
す
る
連
中
が

喫
●

一甲

い
る。
そ
の気
持
は
わ
か
るん
です
け

ど
、
本
当
はそ
の前
に
倒
々
の問
題
、

例
え
ぱ
大
智
法
が
あ
る
。
こ
れ
に
っ
い

て
哺般
掌
生
が
考
え
た
と
こ
ろ
に
、
本

来
の
意
味
で
の
党
派
性
が
出
て
く
る
べ

き
な
ん
です
.

ヤ

▼下
宿
人
複
性
の

轍
底
化
と
は
?▲

野
村

下
宿
人
根
性
と
い
う
も
の
は
、
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.れ ら 問題レ現
在の受験生には難解な間題
であったと思われるが、高
校における物理教育をゆが

髭質のものではなく、むしろ本
エ方向に灘くのではなかろう
罠子核と中性子の衝突の間題
基礎的知識」と「考える能力」の
曹見るように巧みに工夫されて
好感の持てる間題である。つ
垂ばねにつけたおもりの運動に

っいての問題は考一
鮮

務一

える能力を調べる
更素を多分に含ん
でいるのであるが
式を記憶している
かどうかによって
、難易の程度が大

薩うて釆る点、あまり賛意を現

 

9

ブ'一マ める性
ことが 質的な
重点を か.原
とは多 は、「
が、現 岡方を
なこと いて、
テーマ るまき

難解だが新
木

「●

家
庭
と
か
社
会
と
か
い
,た
も
の
の
枠

の外
にあ
る
と
い
う
憲
味
で
す
か
?

屡

霞
物
を
通
じ
て
の
抽
象
的
な
の

であ
って
も
、
そ
の
理
解
な
り
読
み
方

に
全
て
が
含
ま
れ
る
と
い
う
・・…
.

植
野

君
遮
の
も
の
の
藷
え
方
な
り
感

じ
方
の
出
発
点
が
社
会
だ
と
か
集
団
だ

と
か
仲
聞
だ
と
か
に
あ
う
て
自
分
が
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
お
の

の
き
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
風
に

は
考
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
が
ね
。

野
村

実
感
が
な
い
わ
け
で
す
ね
。

ー

単
的
に
い
って
、
先
生
方
が
学

生
だ
った
時
に
は
講
義
を
ど
ん
な
ぐ
あ

い
に
考
え
て
い
ま
し
た
か
?

森

弱
い
な
(笑
)

野
村

僕
は
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。

■

●噂
3
G9

3

嘔
一

.

きく途
わすこ 鞍.

いる知識の量を調べるの3、 難易の程度
理力に彊点をおいて、物 受験生にとってはずい分難しかった
力を理解しているかどう であろう。しかし、出題の意図する
うな問題が多いことは大 方向は正しいと考えられるので、余
る。光の干渉縞の問題の り非難することもできない。
件に適するもの(暗線)の 要するに、本年度の閻題は、いく
および最小の波長を求め らか無理な点があるが、大部分は高
半導体の抵抗器の問題の 校の物理教育を正しくり一ドする方
線グラフと直線グラフを 向であり、新鮮さをもっている.
答を得ることなどは、物(京 都市立漏川高校教饒)

こ適し
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森

僕
は
高
等
学
校
が
戦
争
に
半
分

か
か
2た
。
戦
争
中
は
非
常
に
た
く
さ

ん
授
業
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
一週
聞
に

教
練
だ
け
で
七
時
問
も
あ
り
た
り
し

て
.
そ
れ
が
戦
争
が
終
った
と
た
ん
に

出
席
も
と
ら
な
く
な
って
ね
。
反
動
で

バ
ッ
と
出
な
く
な
うて
.
だ
か
ら
講
義

に
出
る
か
出
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
ど

う
も
。

-

ず
ば
り
い
ワて
講
義
は出
席
を

と
る
べ
き
で
す
か
、
と
ら
な
い
力
が
い

い
で
す
か
。

植
野

そ
れ
は
、
と
b
ん
力
が
い
い
で

す
ね
。

森

出
席
の
た
め
に
昌て
く
る
と
い

う
の
が
増
え
て
・:。

げ
て
み
よ
う
。

れ

軌
跡
の
問
馳
な
ど
で
、
必
要
十
分

条
件
を
完
全
に
示
す
の
は
難
か
し
く

て
、
時
に
は
略
す
こ
と
も
あ
が
、
本

年
は
必
要
十
分
条
件
を
調
べ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す

べ

で
も
そ
う
な
ら
な
い
反
例
は
な
い
か

と
考
え
る
く
せ
を
つ
け
て
お
く
の
が

層=
=
二
;}
二=一
一■=
"曽一=ロ
ニ薗=
二
=囎
二■=
㌧昌=
二冨"
o一=
需昌

ー

そ
れ
で
も
、
そ
の
中

で
少

々
無

理

を
し
て
で
も

つ
め

こ
ん

で
お

け
は
、

あ
と

で
役
立

つ
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と

は
・8

野
村

も
う
大
学
生
だ
か
ら
目
分
で
判

断
し
て
、
こ
れ
は

つ
ま
ら
ん
と
思

っ
た

ら
サ
ボ
る
と
…

(
笑
)
。
そ
の
方
が
本

釆
自
然
で
し
ょ
う
。

森

も

っ
と
い
い
こ
と
は
、
先
生
に
ど

ん
ど
ん
江
文
を
つ
り
て
ツ
マ
る
講
義
に

し
て
い
く
こ
と
。

植
野

も

っ
ぱ
ら
曳
身
の
立
場
で
何

の

儲鰭
黎

攣
鍵
て

ー

毎
耳
掌
生便
覧
で講
義
の内
扮

が
発
表
さ
れま
す
ね
。
あ
の中
か
ら
目

分
の出
た
い調
嚢
を
選
ぶ
と
き
に
は
、

あ
る
程
度
の期
待
と
希
望
を
持
って
す

る
訳
で
す
。
そ
の
際
、
先
生
力
の
プ
ジ

ン
は
そ
の
ま
ま
で
す
か
?

植
野

た
い
て
い
ズ
ワン
の
通
り
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

ー

講
義
の
閻
題
を
つ
つ
い
て
み
て
も

ど
う
に
も
な
り
ま
募

?

植
野

何
か
出
て
く
る
と
す
れ
ば
、
単

位
の
数
を
も
っと
少
な
く
し
て
目
分
の

好
き
な
勉
強
を
自
由
に
で
き
る
よ
う
に

制
度
を
変
え
た
力
が
よ
い
か
も
知
れ
な

い
。

野
村

学
生
が
多
く
て
大
変
な
ん
し
ゃ

な
い
か
。

ー

次
に
生
活
一般
に
つ
い
て
、
現
在

の
学
生
を
見
て
と
う
お
考
え
で
す
か
。

植
野

僕
は
ね
、
こ
の
頃
、処
生術
と

い
お
う
か
技
術
は
皆
よ
く
心得
て
いて

ね
、
そ
れ
を
使
う
王体
性
が
非
常
に希

薄
だ
と
い
う気
が
す
る。
柄
に
もな
く

補
導
委
員
を
や
っ
て
い
た
こと
があ
る

の
だ
が
、
ど
の
学
生
が来
て
も
同
じ
よ

う
な
こと
を
い
う
ね
。
同
し
論
法
で
.

森

僕
は
ち
よ
っ
と
反
対
の感
し
な
ん

です
.
むし
ろ
前
の方
が
ク
ラ
ス
討
議

な
ん
か
さ
ほ
ど民
王
囹で
な
か
った
と

思
う
ん
で
す
。
オ
ピ
ニオ
ン
・り
ー
ダ

ー
な
ん
か
が
り
ー
ツ
と
ひ
き
ず
っち
ゃ

う
よ
う
な。
で
も
、
ポ
ソ
ポ
ソ
濯
ソ
と

よ
い
(間
2)
。

ケ
ー
スを
分
け
て
考
乳る
と
き
、

例
え
ばX
も
Y
も
0
で
な
いと
し
て

お
いて
、
つぎ
に
そ
う
で
な
い場
合

と
いえ
は
、
X
も
Y
も
0
で
あ
る
で

は
な
く
し
て
、
X
、
Y
の
少
な
く
も

一力
は
0
で
あ
る
。
と
す
べき
で
あ

る
(問
3
、
た
だ
し
こ
の
間
題
は
、

こ
う
ケ
ー
ス
を
分
け
な
い
力
が
い
い

が
)
。

変
数
が
多
く
で
て
き
た
と
き
、
ど

の
変
数
が
も
と
に
な
り
て
、
ど
の
変

数
が
決
る
か
、
い
い
か
え
れ
は
函
数

関
係
を
常
に
は
っ
き
り
意
識
し
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
う
し
な

い
と
何
を
消
去
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
く
ブ
Φ
(問
B
6
)
。

即隙㎝剛mm

(数
学
採
点
教
室

の
括
)

一ロ
ニ=
,一噛窩一曽二
:
二=
一,一一一一
二一一餉一二
=
二一曽一一一一,

何
ん
と
な
く
済
ん
で

い
る
〃
ラ
ス
が
多

い
。

野
村

僕
は
ム
年
の
善
ま
で
は
ク
ラ
ス

討
議
を
聞
か
な
い
で
す
ぐ
出
て
し
ま

っ

た
。
だ
か
ら
、
ほ
ん
の
こ
こ
三
、
四
カ

月
の
経
験
で
し
か
な
い
訳
で
す
が
、
そ

の
限
り
で
は
随
分
感
心
し
て
い
る
ん
だ

け

ど
な
。
討
議
の

仕
方
が

上
手
だ
と

い
う
だ
け
で
は
な
し
に
、
よ
く
調
べ
て

皆
ん
な
よ
く
考

え
て
い
る
と
慰
う
け
ど

な
。ー

サ
ー
ク

ル
に

つ
い
て
は

い
か

が

で
し

よ
う
。
全
股
的

な
傾
向
と
し

て
サ

ー
ク

ル
の
越
駄
化
と

い
う
現
象
が
指
摘

さ
れ
て

い
ま
す
が
…
。

植
野

越
昧
化
し
た
と
は
い

っ
て
も
サ

ー

ク
ル
に
参
加
し
た
力
が
よ
い
で
し
よ

1、問題、一 一'アー 、

光の干渉縞、半導体の抵
抗、原チ核と中性予の衝
染、E=MG3な ど、新しい:
をとり上げようと努力された
強く感じられるb高等学佼で:
おいて指導していることがら1
少ずれているように思われる:
代の物狸学の基礎として爵畏
がらであるから、入試問題のi
として不適当なも
のではない。芽寺に
完全弾性衝突の問
題として原子核と
申性子の衡突を取
汲うことなどは極
めて妥当でしてヒ
考えられる。

一

鈴
一

2、出題の意図について
暗口己して

ではなく推
理研冗の仕
かを見るよ
変鮎構であ
(3)で 、条
うちで最大
ることや、
(1)で 、曲線
利用して解
理研究の基礎的能力を見る似

「1零llll`穆量,loo,lgo闘邑巳II■1自・■13■■,o■99,,9融巴15,!IGI,,o馳隅r量lll,,lloollll■睡,81騒rl,1■IN琿,lrll"r

 

う
、
や
は
り
。

野
村

サ
ー
ク
ル
が
越
駄
化
し
て
き
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
学
生
目
身
の
責
任

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
む
し

ろ
外
部
情
勢
の
反
映
だ
と
思
い
ま
す
よ

ー

い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
司
会
者
が
複
数
と
い
う
奇
妙

な
座
談
会
で
し
た
の
で
ち
ょ
っと
ま
と

ま
ら
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
辺
で
終
ら
ぜ
て
い
π
だ
さ
ま
丁
。

マ
ル

」

学
同

(輕
纏
)が
分
裂

銀
杏
並
木
集
会
の
評
価
か
ら

か
ね
て
内
部
紛
争
が
噂
さ
れて
いた
マ

ル
ク
ス
王
藏
学
生
同
盟は
、
上
部
組
織

の分
派
抗
箏及
ぴ
昨年
聚京
の
栞
大
銀

奇
並
木
集
会
(大
蟹
法
反
対
闘
争
)
の

評
樋
の違
いか
ら
二派
に
分
か
れ
、
虫

る
四
月
一、
二
日
の
両
目
に
わ
た
つ
て

行
な
わ
れ
た
第
三
十
四
回
全
学
遮
申央

委
員
会
の
朧
上
多
数
派
が
少
数
派
の
中

央
委
貝
を
罷
免
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
深
化
し
た
。
内
部
紛
争
は
上
部
組
織

で
あ
る
昂
共
岡
全
国
要
鍛
会
で
昨
無
十

一月
初
旬
頃
か
ら
弟
三
回
全
国
委総
路

線
に
端
を
発
し
た
問
題
を
申
心
に
、黒

田
議
長
派
と
政
治
局
多
数
派
(武
丼

派
)
の
聞
に
論
射
が
囲
妬
さ
れ、
特
に

学
生
紺
織
(マ
ル
学
同
)
に
お
いて
は

銀
合
並
木
集
公
で
の
統
一行
動
を
め
ぐ

って
、
こ
の統
一
行
勤は
π
し
か
った

と
す
る
政
治
局
多
数
派
と
、
統
一行
動

内
に
お
け
る
マ
ル
学
同
独
頃
の
力
研
の

貫
徹
が
あ
い
ま
い
で
あ
った
と
し
て
政

治
局
多
数
派
の
総
括
を
批
判
し
た
黒
出

派
の
間
で
氾
織
内
闘
争
が
統
行
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

政
治
局
多
数
派
は
従
罪
通
り
檸
関
紙

「前
造
」
を
、
黒
田
派
は
四
月
一日

付
で
「解
故
」
を
あ
ら
た
に
発
行し

て
革
八
同
全
国委
革
命
的
マ
ル
ノス

主
義
派
尋
省
乗り
、
組織
囚闘
噴
か

ら分
派
抗
争
に移
っ
た観
があ
る
。

四月
一
・て
口
の
浄
学
雌中
曳
委
員

会
では
黒
出
派
が政
治
局
多
致
派
を

三十
七対
、三十
二
の
票
決
で
罷
免

し、
か
字連
の中
央
指
導
部
は
ほ
ぼ

解
体
状
態
に
な
った
。
な
お
、
罷
免

さ
れ
た
政
治
局
派
は
、
機
関
紙
「中

核
」
を
発
行
し
て
マ
ル
学
同
「中

罷敷
地
面
積
=

核
」
派
を
名
乗
って
いる
.
こ
のた

め
、
各
大
学
の
マル
学
同
文
部
内
で

も
こ
の分
派
抗
争
が
進
行
し
、
四
月

か
6
の学
生
蓮
勤
を
指
導
す
る
に
当

うて
も
そ
れ
ぞ
れ
の
V
場
を
は
うき

り
打
ち
出
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
凪大
の
場
合
は
「中
核
」
派
が

ナ
導
縫
を
に
ぎ
って
い
る
も
よ
う
。

ラ
ク
ダ
イ

一
四
六
人

教
育
は
14
人
(35
%
)
も
出
る

三
十
七
年
度
の
教
養
部
か
ら
專
門
課
程

へ
の
進
学
者
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
二
圓
生
二
干
六

十
七
人中
、
百
四
十
六
人
(七
%
)
が

不進
学と
なり
、昨
隼
の百
二十
九
人

に
くら
べ十
七
人
の増
加
と
な
った
。

ま
た
進
学
を
許
可
さ
れ
た
者
平
九
百
二

十
一人
の
中
に
は
、
仮
進
学
者
三
百
八

十
九
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。
学
都
別
で

は
教
甫
学
部
十
四
人
不
進
学
(二
九

%
)
医
字
部
完
全
進
掌
が
目
立
っ
て

い
る
。

不
進
字
者
の
中
に
は
二
農
目
の
も
の

(三
十
五
年
入
学
)
が
三
十
人
、
七
度

目
と
い
う
ソ
ワ
モ
ノ
も
い
る
な
ど
、
落

第
慢
性
化
の傾
同
が
あ
ると
い
え
よ

う
。
学
部別
の不
進
学
者は
次
のと
お

り。
(カ
ソ
コ
困は
仮
進
学者
)

文
1126
(44
)
教
H
郵
(17
)
法
1-

13
(25
)
経
11
12
(35
)理
糾
20

(41
)
工
11
40
倫
蝦農
"
18
(32
)

医
日
0
(7
)
薬
11
3
(11
)

鼎
図
書
館
隅

英

会

話

映

画

シ

リ

ー

ズ

ひ

ら

く

付
属
図
欝
飴
で
は
、
去
る
九
日
か
ら
同

館
講
演
至
に
お
い
て
「日
常
央
会
話
映

幽
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
は

視
聴
覚
教
甫
の
一環
とし
て
付属
図
箇

館
が
ア
メ
リ
カ
研
究所
と
八同
で
開
い

て
い
る
も
の
で
、ア
メリ
カ
文
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
提供
さ
れ
た
フ
ィル
ム
が
使

用さ
れ
て
いる
。
英
A論
の
練
習
を
目

的
とし
、
フ
ィル
ム
に
写
し
出
さ
れ
た

英
文
か
ら
なま
の会
話
を
身
に
つけ
て

行
くも
ので
あ
る
。
九
日
に
第
一回
が

行
なわ
れ
た
が
、
関
係
者
の
話
で
は
予

想
以
上
の
好
評
だ
った
と
い
う
。

こ
のン
リ
ー
ズ
は
七
月
九
日
ま
で
、
毎

遍
火
曜
日
と
金
躍
日
の
十
二
時
十
五
分

か
ら
一時
ま
で
開
か
れ
る
が
、
図
書
館

で
は
こ
れ
が
放
功
す
れ
は
、
今
秋
以
降

も
こ
の
よ
う
な
企
画
を
註
画
す
る
と
い

って
い
る
.

藤
(
38

・
4

・
30
～
38
・
5
・
31
)

正
作

(
医
学
部
助
教
授

)

化
学
的
捌
冤
の
た
め
に
西
ド
イ
ツ

へ
」

(
38

ξ

・
18
～
39
・
5

・
8
)

増

田
強
三

(
医
学
都
助
教
授
)

「
字
会

・

視
察
の
た
め
台
衆
国
、

凶
ド
イ
ツ
、
ギ

リ
ソ
ア

・
連
台

」
国

へ
」

(
38

・
5

・

18
～
38
・
7
・
25
)

小
川
和
朗

(
医

学
浦
助
手
)

「
解
剖
敦
角
視
察
と
シ
ン

覗
ソ
ウ

ム
の
た
め
ポ
ー

フ
ン
ド
、
内
ド

イ
ソ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
含
衆
国

へ
」

(
38

.
5

.
鱒
～
39

・
5

・
9

田
村
雄

一
(
理
字
鄙
教
撹
)

「
地
球
電
磁
気
字

研
究
と
与
会
の
た
め
ス
ィ
凶
、
フ
フ
ン

ス
、

四
ド
イ
ツ

へ
)

(
36

・
5

・
3
～

38

・
6

・
6
)

佐
々
木
外
喜
雄
(丁
学

部
教
授
)
「精
密
穣
械

研
究
と
視
察
の
た
め
連

合
工
国
・ド
イツ
へ
」沼

「脂
質
の生

春
四
月
と
も
な
り
新
入
生
が
山

田
界
隈
を
三
々
ぬ
々
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
学
囚
は
学
生
姿
で
は
ち

切
れ
そ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が

収
大
の敷
地
面楓
は
尿部
巾
のの

一劃
、
穴
阪
巾
の
を
一.㌧あ
ると
い

平
力層
)
と記
録
さ
れて
いる
。

と、
い
っ
ても
そ
の九
刮
以
ま
は

北
は
北
海
坦か
ら
用
は
和
駅山
熊

野
田申
に
ま
で
を
国
八
り所
に
あ

る
農
㌢雨
の
演
習
林
で
し
め
て
い

る
。

し
た
か
.て
、
一力
以
ナ
の
字
生

が
ウ
ロ
チ
.,ロ
す
る
口田
付
必
は

ッソ
リ
の
奥
み
九
い
な
も
の
π
と

Uわ
れ
.0の
も
鰍
埋
か
りぬ
一。

ー

韮

四
八
五
〇
一
七
七
九
・
七
㎡
=

」 嗣82年の渥2を通し、明治・大正・昭和のあらゆる世代に鶏しまれ、教育・文化の中に生8て8た 三省営の辞書……

一一一一一

▼

麗

亀

コ
ン
吻
イ
ス
仏
和
辞
典

丸
山
順
太
郎
.川本
茂
雄
紹
・
一、
ニ
ニ
0
ぺー
ジ
・六
〇
〇
円

口
最
新
の騨
書
編
さ
ん

技
術
を
と
の
入れ
て
完
成
し
光
新
版
.
六万
五
千
語
を
収
め
、新
語
・派
生諮
の鰹
富
さ
は
抜

群
。
訳
譜
には
語
畿
O
と
に
熟
語
・用例
を
示
し
て
利
用
者
の
便
を
はか
り
、
発
音
表
記
に

は
特
に
意
を用
い
、
基
本
語
に
は
頗度
記
号
を
つ
け
る
な
ど
、
初学
者
の要
躍
に
こ
た
え
た

廻
蕩
密
賦
露
獅
辮
典

の
豊
冨
さ
に
お
い
て
世
界屈
摺
の
ロ
シ
ア
藷
辟
典
。
親見
出
し
は
五
万
八
千
語
、
変
化形
・

派
生
語
を
含
め
る
と
十
万語
を
超
し
、
熟
罐
・用
例
とも
に
数
万
を
収
録
。
特
に
最近
求
め

ら
れ
て
い
る
新
語
.自
然科
学
用
語
の
増
補
によ
り、
翻
訳
に
専
門
雷
の
研
究
に最
適
。

コ
ン
サ
イ
ス
独
和
辞
典

倉
石
五
賂編
・国
松
孝
二
●
修協
力
・
一、
一五
二ペ
ー
ジ
・六
〇
〇
円
・机上
版
三〇
〇
〇
円

膠
著
者
をす
べて
】新
し
、
名
実
と
もに
新
版
と
な
っ粍
。新
時
代
に
応
じ
た
語
を選
定
、格

の
麦
配関
係
の
明
一ホは
も
と
よ
り、
基
本
重
要
語
に
盟
富
な
例
交
を盛
り
、
現
代
表
記
、
ほ

と
んど
の請
に
発
音
を
付
す
など
、
初
学
者
に
と
っ
て
も
十
分親
し
め
る
も
の
と
し
た
。

蘇
墾
融
湘
噺
瀞
映

行
の
経
験
を
生
か
し
、最
新
の
資
料
に
も
と
つ
いて
編
桀
、
収
録
謂
数
十
三
万
五千
.
逝
語

.人
丈
科
学
用
厨
.自
然
科
学
用
晒
な
ど
広
範
囲
にわ
た
って
収
録
。
術
語
に
は定
訳
を
つ

け
、
足
駅
の
な
いも
のに
は
妥
当
な
訳
講
袋
現
を加
え
て
正
確
さ
と
規
範
性
を
あた
え
た
.

コ
ン
サ
イ
ス
英

三
省
霊
璽
匪
所■
.
一、
剛一一二
八
ぺ書
ジ
.
三
五
〇
円
・革
蓑
七
三
〇円

■
発
刊
以粟
四

十
一年
、
版を
改
め
る
こ
と
九
回
、そ
の長
い
歴
史
を
通
し
て
徹
底
的に
精
遜
し
つ
く
さ
れ

て
き
た日
本
の
代
者
的
英
和
辟
典
.収
録
語
数
七
万
、
新
隅
、新
語
義
を
畳
富
に
収め
、樽
に

交
法
.譜
法
上
の
解
説
を
強
化し
、
間
義
語
・反
義
晒
を指
示
し
些

ジ
翼ー
ン
ズ晒
発
音

コ
ン
サ
イ
ス
和
英
辞
典

コ
ン
サ
イ
ス
英
英
辞
典

新
ク
ラ
ウ
ン
英
和
辞
典

新
ク
ラ
ウ
ン
和
英
辞
爽

ジ
エ
ム
英
和
・
和
英
辞
典

明
解
薗
謂
辞
典

■
△苗
豪
助
隣篠
四
八
〇
円

明
鰐
古
講
辞
真

圏
雷

一京
助
・雷

一毒
琴

六8
円

明
解
漢
和
辞
典

■
長
沢
規
矩也
編
著
・四
五
〇
円

廓二
省
皿躍

團
剛繕
胴辞
典

膣
金
田
一京
助
編
・四
五
〇
円

新
版
広
辞
林

■農

庄
三
雛

∴
香
箔
修
所
修
訂
二
、四
8

円

新
英
交
法
辞
典

■
大
塚高
償
綴
・
一、六
〇
〇
円

英
諮
慣
用
法
辞
典

■
大
塚
薯

編
二
、八
〇
〇
円

日
英
仏
独

ポ
ケ
ッ
ト
会
話

層
三
省
常
編修
所
編
・三
二
〇
円

日
常
英
会
話

昊

沼
剰
七著
・三
八
〇
円

塑
嚢

渥

所
編
・五
8

円
・慈
穴
0
円

暫
三省暑
噂編
修
所
編
。六
五〇
円

■
河
村
寡
治
郎
縮
・山ハニ0
円
バ大る
巴円
・小
■震0円)

薗
田
田
和
男
編
・五
六
()円

聖
嚢

修
所
編
二
、§

円

全

12

巻

完

結

ノ
●

現
代
日
本
文
学
研
究

に
、
新
し
い
照
明
を

繊 朋 伊賀専
田 瀬本壇藤 任 る

清
糟正_j還 編

_勝 廊郎整 築

■
小
説
1
"
近
代
文
学
の
曙

…
・…
:
・・霊
二
〇
卵

■
小
説
2
11
自
然
主
義
前
後

:
・…
三
・:五
二
〇
円

■
小
説
3
11
鵬
外

・
漱
石
と
そ
の
周
辺
五
二
〇
円

■
小
説
4
--
自
樺
と
奇
蹟

:
…
・:
…
・…
五
二
〇
円

門
小
説
5
随
三
田
交
掌
と
新
思
潮
・…
・宜
二
〇
円

■
小
説
6
髄
昭
和
の
文
学
・…
…
…
…
:
五
二
〇
円

■
小
説
7
"
現
代
文
学

・…
…
…
:三
…
互
一〇
円

口
解
論
随
籠
1
-1
明
治
期

…
五
二
〇
円

■
評
醜
随
筆
2
11
大
正
期

・

互

o
円

■
評
論
随
筆
3
11
昭
和
期

:・:
五
6
円

■
詩

■
短
歌
俳
句

●■
一〇

五
二〇
円

六
八〇
円

三

省

堂

嚴
鰍
醗

灘

難

四コ↓。。)
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日本に
おける

道雅鳥飛

体
小
説
」
と
いう
、
わ
け

「
全

の
わ
か
ら
な
い翼

を
つ

か
った
論
争
が
、
昨
年
、文
壇
で
おこ

な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
中村
頁
一郎

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
討論
し
た

テ
ー
マで
あ
る
。
私
に
あた
え
ら
れ
た

課
題
は
、
こ
の
論
争
の
ま
と
め
的
なも

ので
あ
る
ら
し
い
。
だ
が
、
私
に
は
、

こ
の論
争
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
本
気
に

毛
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
私
に

と
って
、
最
近
、
伊
藤
整
が
「評
論
は

い
っさ
い
登
か
な
い
」
と
寛
言
し
た
事

実
ほ
ど
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
な
か
っ

た
。
か
っで
伊
藤
整
は
こ
の
「全
体
小

説
」
に
つい
て
す
ら
発
脅
し
て
い
た
の

であ
る
が、
彼
の
図
式
を
適
当
に
修
正

し
て語
る
以
外
、
は
と
ん
ど
新
し
い
内

容
を
論ら
な
か
った
の
で
あ
った
。

と
い
う
名
で
再
燃
せ
ざ
る
を
え
な
い
、

と
いう
精
神
的
風
土
は
、
近
代
の
文
化

史
の
テ
ー
マ
と
し
て
盟
要
な
こ
と
に
は

ち
がい
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

小
説
」
を
今
の学
生
が
,鵡

「
私

ん
で
感
動
し
て
い
る
か

ど
う
か
、は
な
は
だ
疑
問
だ
と
思
う
。

志
賀
直哉
が
小
説
の
神
様
で
あ
る
な

ど
と
は
、
今
年
の新
入
生
は
、
維
一人

と
し
て
思
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う.
そ

し
て
、
こ
う
し
た
「私
小
説
」
の考
え

方
は
、
戦
後
だ
け
を
と
って
も
、
野閥

宏
が
、
す
ぐ
れ
て
私
小
説
的
方
伝
の
臼

己
批
判
と
し
て
新
し
い
小
説
を
轡
き
つ

づ
け
、
実
際
上
は
克
服
し
ま
って
い
る

は
ず
な
の
で
あ
る
。
松
本
濯
張
の
読
者

は
私
小
説
と
の
関
係
を
考
え
は
す
ま

い。
そ
れ
で
も
、
文
壇
は
、
あ
い
か
わ

ら
ず、
「私
小
説
」
対
「全
体
小
説
」

と
い
っ
た
論
争
で
紙
面
を
つ
く
って

い
る
奇
妙さ
。
こ
こ
には
やは
り
「文

壇
」
独
目
の
ふ
ん
い
気
があ
る
のだ
ろ

う
野
聞
宏
は
「私
小
説
」
を
、
き
わめ

て
「政
治
的
」
に
つ
ち
く
だ
い
た
.野

間
宏
の
方
法
は
「文
学
的
」
で
は
あ
η

作
全
集
と
い
っ
た
も
の
に、
入
れ
て
も

ら
つた
め
の
0
・B
と
現
役
の
連
帯
関

係
で
な
り
た
って
い
る
だ
け
な
の
で

あ
る
。
評
諭
家
は
、
す
べ
て
、
こ
の
O

B
、
現
役
の
結
び
付
き
に
寄
生
す
る
解

説
欝
き
に
転
浩
し
て
し
ま
った
の
で
あ

った
。

小
説
」
で
は
な
く
、
ト
ー

「
私

ル
な
小
説
を
・
と
い
の
が

「全
体
小
説
」
の
提
唱
で
あ
り
、
「全

体
小
睨
論
」
は
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下

で
も
な
い
の
だ
から
、
実
際
に
精
神
的

文
化
的実
践
の
上
では
、
野
聞
、
松
本

に
よ
っ
て解
決
ず
み
だ
っ
た
のだ
。
た

だ
文
壇
で解
決
が
す
ん
で
いな
か
っ
た

と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

文
壇
は
私
小
説
作
家
の
O
B
を
い
っ
ば

い
か
か
え
て
お
り
、
文
学
雑
誌
の
編
薬

者
と
し
て
は
、
O
B
た
ち
の
小
さ
い
が

固
定
し
た
訪者
を
に
が
す
わ
け
に
ゆ
か

ず
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
か

ら
も
、
O
B
を
必
姜
以
上
に
き
り
す
て

一る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
か
ら
、
適
当
に
論

争
は
う
ち
き
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

る
。

無
意
味
な
「革
民
文
学
」

期
待
で
き

る
野
間
ら
の
方
向

と
り
く
む
つ
も
り
は
4
ま
で
な
か
っ

た
。

の
論
争
と
い
う
の
は
、我

吝

爆
々
に
と
・て
・あ
ま
り
に

も
縁
遠
い
の
が
実
状
な
の
で
あ
る
。知

識
の不
足
と
い
ワた
こ
と
で
は
な
い
。

文
壇
論
争
な
る
も
の
は
、
「純
文
学
論

争
」
に
し
て
も
、
「大
衆
芸
術
舘
争
」

に
して
も
、
一定
の
論
争
屋
が
存
在
し

で
、
そ
の原
稿
は
文
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
が
適
当
に半
年
ほ
ど
紙
面
を
さ
い
て

売
れ
ゆ
きを
考
慮
す
る
と
い
った
営

業政
策
に左
右
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
か

ら
であ
る
。大
岡
昇
平
の
存
在
は
、
論

争
屋
と
し
て
の原
稿
を
の
ぞ
い
た
ら
、

は
た
し
て
意
味
があ
る
も
の
か
。
平
野

薫
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た索
質
と
蓄
積
を

も
っ
て
い
た
人聞
が「羅
文
僑
き
」の
技

術
を
自
嘲
す
る
學態
は
、
い
か
に
も
不

整
が
評
論
を
轡
か
な
い
と

窟
告し
た
こ
と
は
そ
れ
目

身
湧
え
ね
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

現
在
の
テ
ー
マに
か
き
って
い
って

も
、
文
壇
論
争
が
い
か
に
不
毛
で
あ

り
、
くだ
ら
な
い
か
を
、
文
壇
の
な
か

か
ら公
、討す
る
人
聞
が
あ
ら
わ
れ
た
と

いう
一点
に
つい
て
興
駄
が
な
く
も
な

い
。私
も
「全
体
小
説
」
だ
け
な
ら
何

も
霞
き
たく
な
い。

だ
が
、
こ
う
し
た珍
謝
な
「全
体
小

説
」
と
い
っ
た
論彙
が
でて
く
る
背
禦

は
、
考
え
て
み
た
い
わけ
だ。
日
本
近

代
小
説
の
バ
ソ
クボ
ー
ン
に
し
て
主
流

と
さ
れ
る
「目
然
主
義
、
心
境小
説
、

私
小
説
」
に
た
い
し
て
、
反対
す
る
論

は
今
ま
で
、
大
正
以
釆
、
く
り
かえ

し
、
く
り
か
え
し
喬
か
れ
て
き
て
いた

が
、
今
、
あ
ら
た
め
て
「全
体
小
説
」

たが
「文
壇
」
的
で
は
な
か
った
。
こ

こか
ら
、
文
壇
に
は
私
の
ま
ま
の
イ
メ

ージ
が残
って
し
ま
う
。
松
本洞
張
は

き
わめ
て
「大衆
的
」
に
「私
小
説
』

を
う
ち
こわ
し
た。
し
か
し
、
彼
が
大

衆
に
読ま
れる
挙実
に
よ
って
、
そ
れ

は
文
壇
の
テ
ー
マ
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。

う
て
い
っ
た
い
、
な
ん
な

占久
億
唱
ん
だ
。
文
士
のあ
つ
ま
り

共
同
体
で
あ
る
。
こ
の
紬
合
は
、
菌
は

小
説
畜
き
の
特
権
的
共
同
体
と
し
て
文

学
雑
誌
の
原
稿
の
庄
文
と
い
う
経
済
的

・基
盤
で
つ
な
が
って
い
た
。
今
、
野
間

も
松
ムも
雑
誌
に
は
膚
く
が
、
そ
の
読

看
が
政
治
的
に
ち
が
った
り
、
大
衆
的

闇
が
ち
が
った
り
す
る
と
、
文
壇
で
は

一別
格
に
し
か
あ
つ
か
わ
れ
な
い
。
今
の

文
壇
は
、
大
体
、
何
々
文
学
全
集
、
名

り
、
文
壇
論
争
は
、
概
し

て
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
つ
ま
ら
な
く
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
経
済
的
、
人
間
的
法
則
が
働
ら

い
て
い
る
こ
と
、
が
い
い
た
い
の
で
あ

る
。も

し
、
本
来
の
意
臥
で
「を
体
小

説
」
を
看
え
る
な
ら
、
文
壇
以
外
に
、

そ
のモ
メ
ン
ト
を
も
と
め
ね
ば
な
ら
な

いだ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
可
能
性
は
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
今
ま
で
は
困
錐
だ
っ

た
が
、今
後
は
あ
る
と
居
つ.

り
、
一例
を
あ
げ
れ
ば
、

野間
肱
の行
動
は
そ
れ
を

語
っ
て
いる
のだ
。
野
聞
は
、
私
小
説

を
囚
部
か
ら
総革
す
る
こ
と
を
や
って

い
る
う
ち
に
、戦
争眞
後
、
文
壇
の壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、彼
は文
壇
か
らと

び
だ
し
て
、
共
産党
の
御用
狛家
に
な

三
邑
≡
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:
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後藤昌次郎薯

労働者の法律聞題

「労
働
法
に
は
深

い関
心
を
も
って
い

る
のだ
が
、
そ
の
理

論
は
ど
う
も
難
解

だ
」
と
い
う
人
が
あ

る
。
私
は
、
こ
う
い

う
嘆
き
を
い
だ
い
て

いる
人
達
に
、
本
嘗

の
一読
を
おす
す
め
し
た
い
と
思
う
。

本書
は
、
抽
象
的
・概
念
的
な
岡
論
で

は
な
く、
貝
体
的
な
労
働
事
件
を
中
心

に
「亭
笑
を
し
て論
ら
し
め
る
」
と
い

う
態
度
をと
り
つ
つ、
し
か
も
そ
の

理論
的
な問
題
魚
を
わ
か
り
や
す
く
説

い
て
い
る
と
こ
ろに
特
色
が
あ
る
。
い

っ
た
い
、
労
働
法学
は
、
労
働
週
動
の

実践
の
中
か
ら
生成
し
発
展
し
て
き
た

学
問
であ
っ
て
、
生き
た
現
実
の
中
に

生
き
た
理
論
を
学
びと
る
と
いう
の
が

そ
の
正
し
い
あ
り
力
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
末語
は
、
こ
の
よ
う

な
労
働
法
の
正
し
い研
究
態
度
と
、
し

た
が
って
ま
た
労
働
壮研
究
の面
自
さ

を
、
読
省
に
教
え
る
力
をも
って
いる

と
思
わ
れ
る
。

本
幽
の
囚
谷
は
、
六
つ
の
章
から
放

り
y
って
い
る
。
そ
し
て
、
お
の
お

の
の
章
ご
と
に
代
表
的
な
鶉
件
を
か
か

げ
、
そ
の
庸実
関
係
を
詳
し
く紹
介
し

つ
つ
、
当
該
略
件
に
関
連
して
法
理論

を
展
開
す
る
と
い
う
方
法
で筆
がす
す

め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労働
契

約
の
章
で
は
、
休
憩
時
間
中
に
工場
倉

距
内
で
幻
灯
会
を
開
い
た
た
め
懲戒
解

胤
し
た
A
幡
油
事
件
を
と
りあ
げ
、解

眉
や
懲
戒
椎
の
法
理
を
論
じ
て
瞭
り。

「団
結
権
」
の
章
で
は
、
問
屋
か
ら
の

圧
力
で
組
合
委
員
長
を
解
雇
し
た
X
木

材
事
件
を
素
材
に
、
団
結
権
や
不
当
労

働
行
為
を
論
じ
、
中
小
零
細
企
糞
の
労

使
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
「団
体
行

動
権
」
の
章
で
は
、
三
池
争
議
の
実情

を
詳
説
し
つ
つ
、
組
合
分
裂
・
争
議櫃

ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・仮
処
分
・ロ
ッ

ク
ア
ウ
下
・願
場
闘
争
な
ど
の
問
題
に

潜
及
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
著
古
はと

く
に
、
独
占
蟹
本
と
国
家
罹
力
が
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
い
て
き
た
か
、
政
府
、

警
察
、
裁
判
所
、
中
労
委
ま
で
が
、
い

か
に
し
て
三
井
資
本
を
擁
護
し
よ
う
と

し
た
か
を
、
実
証
的
に
論
じ
て
いる
。

「労
働
協
約
」
の
章
で
は
、
組
合
盾

動
や
争
議行
為
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る

資
小の
側
の
対
策
が
、
鰻
近
の
労
働

協
約
の
中
に
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ

れ
て
いる
か
を
明
か
に
し
て
い
る
し
、

「冨公
労
働
法
上
の
問
題
」
の
章
で
は

函
鉄
甫
函
連
絡
船
で
職
場
大
会
を
開

い
た
ため
刑
嶺弾
圧
を
う
け
た
摩
岡
丸

事件
、
免
職
幹
部
を
役
員
に
肉
選
し
た

た
め
団
交
を
拒
否
さ
れ
た
機
関
軍
労
組

亭
件
を
と
り
あ
げ
て
、
公
務
員
、
公
共

企
璽
体
職
鳳
の
労
働
基
本
樗
制
限
が
不

当
進
法
で
あ
る
こ
と
、
工
L
O
諸
条
約

の趣
旨
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
強

平易な労働法解説書
事実を理論的に究明

っ
て
し
ま
った
の
で
あ
っ
た
.
メ
ーデ

ー
亭
件
を覚
の
方針
にそ
っ
て誉
い
た

小
説
「急
流
」
(世
界
に
発
表
)
以
後

彼
に
、
も
は
ん
的
な
地
区
委
員
で
、

か
つ
、
文
学
運
動
で
は
、
こ
れ
ま
た
、

も
は
ん
的
障
新
日
本
文
学
会
を
分
製
さ

せ
て
「人
民
文
学
」
に
走
り
、
新
人
発

掘
に
歩
き
ま
わ
った
の
だ
った
.
そ
の

時
、
彼
の
小
説
は
、
へた
く
そ
な
ア
ジ

プ
ロ
小
説
と
な
り
、
評
諭
で
は
穂
球
を

賛
美
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
った

ので
あ
る
。
共
産
党
が
一度
壊
滅
し
た
・

六
全
協
(
一九
五
ム
年
)
に
な
って
覧

野
聞
宏
は
や
っと
、
自
分
の
道
を
見
出

す
努
力
を
は
じ
め
た
よ
う
に
思
え
る
.

た
だ、
そ
のと
き
、
か
な
り
多
く
の
左

翼
作
家
が使
っ
たよ
うに
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
作家
に
お
べ
っ
かを
つか
った
り
、

婦
人
雑誌
の連
載
で
金
を
も
う
け
た
り

文
部
大
臣
賞
を
も
ら
っ
た
り
、
と
い

った
道
を
す
す
ま
な
か
っ
た
こ
と
に、

野
間
宏
の
発
展
が
保
証
さ
れ
た
の
であ

った
。

-

日
本
の
作
家
の
配
置
は
、

現
在

文
壇
と
左
翼
に
分
断
さ
れ

一て
いる
.
そ
し
て
、
そ
の
間
に
佐
多
稲

子
と
か
、
壷井
栄
と
い
った
女
流
左
翼

題
にも
論
及
し
て
いる
の
で
あ
る
。

長
け
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
マ
ス
コ
ミ

著
首
は、
自
由
法
曹
団
の
合
岡
法
建

と
く
に
新
聞
の
郭酬説
は
、
意
識
的
に真

畢
務所
の中
核
と
し
て
、
労
働
者
の
幽

実
を
お
お
い
か
く
し
、
故
意
に
こ
れ

本
権
や国
民
の人
権
を
守
る
た
め
に
日

を
ね
ぢ
ま
げ
よ
う
と
す
る
傾
向
を
も
っ

夜
闘
い
つ
づ
け
て
いる
弁
護
士
で
あ

て
い
る
。
三
池
争
義
に
し
ろ
冒
公
労

る
。
そ
し
て
、
本
雷
の内
答は
、
蓄
首

働
者
の
労
働
基
本
権
奪
還
斗
争
に
し

の
日
ご
ろ
の
体
験と
酬
究
を
折
り
ま
せ

ろ
、
匿
大
な
マス
コ
ミ
の
力
に
よ
って

て
、
組
合
活動
家
向
き
に
労
働法
の諸

国
民
は
いか
に
欺
か
れ
て
き
た
こ
と

問
題
を
ま
と
め
た
と
い
っ
た
特
色を
も

か
。
だ
が
、
お
よ
そ
学
問
を
志
す
者
に

って
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の轡
物

と
って
大
切
な
こ
と
に
、
事
の
本
質
を

に
、
体
系
的
で
精緻
な
労
働
法
の
理諭

見
き
わ
め
真
実
を
正
視
す
る
能
力
を
も

を
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う。
新

つ
こと
で
あ
ろ
う
。

幽
版
と
い
う
沓
物
の
性
格
か
ら
兇
ても

本
署
は
、
かよ
う
な
意
臥
に
お
い
て
、

亮

お
の
ず
か
ら
そ
こ
に
限
界
が
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
の報
ず
る
欺
購
を
見
破
り
、

し
か
し
、
こ
の
轡
物
の
叙
述
の
す
すめ

労
働問
題
に
つ
いて
の翼
実
を
見
抜
く

冶
仔

力
は
、
決
し
て
あ
り
き
た
り
の
判
例
批

力を
養
う
う
えに
、
少
な
か
ら
ず
役
立

つ
で
あ
ろ
う
と確
悟
す
る
も
ので
ある

(岩
波
新霞
刊
、
定
価
一
三〇
円
)

多

(大阪
市
立
大
教
揆
・労
働
法
)

凋
し
て
い
る
。

欝
後
の
「民
主
主
義
と
労働
者
」
の章

で
は
、
石
川
達
三
氏
の
「人
間
の壁
」

で
知
ら
れ
る
佐
賀
教
組休
暇
闘争
學
件

を
中
心
に
、
遵
法
闘
争
や
黙
否
権
の間

評
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
い
。
覇
件
の

本
鼓
を
浮
き
ぼ
り
に
し
つ
つ
、
労
働
看

が
い
か
に
斗
って
き
た
か
、
国
家
樵

力
や
資
本
が
こ
の
斗
い
を
封
し
る
た

め
に
い
か
に
狡
猶
に
立
ち
ま
わ
って

本

き
た
か
を
、
鋭
く
え
ぐ
晶

し
て
恋

て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
蟹
昧
で
、
組
合

活
動
家
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
法
を

学
ぽ
う
と
す
る
す
べて
の
者
に
と
っ

て
、
一読
に
値
す
る
轡
物
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

一般
に
、
労
働
運
動
や
労
働
法
に
関

す
る
諸
現
象
は
、
な
か
な
か
頁
実
を
見

き
わ
め
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
労
働
者

階
級
は
し
ば
し
ば
、
自
ら
の
体
験
を
と

お
し
て
問
題
の
本
質
を
か
ぎ
つ
け
る
偵

感
力
を
働
か
せ
る
が
、
支
配
階
級
も
ま

た
・
寄
易
に
し
っぽ
を
つか
ま
せ
な
い

よ
う
に
と
り
つく
ろ
う
狡
智
と
術
策
に

があ
り
、
新
日
本
文
学
会
が
あ
る
.
女

涜
たち
は
、
左
翼
に
せ
き
を
お
き
な
が

ら
、文
壇
で
釜を
も
う
け
て
、
み
つ
い

で
いる
。
左
翼
自
身
は
、
お
よ
そ
、
質

的
にも
低
い、
売
り
も
のに
な
ら
な
い

小
説
を膏
き
な
がら
、
一応
左
翼
作
家

と
し
て
の存
在
を
保
証
し
て
も
ら
って

い
る
、
(女
で例
を
あ
げ
れ
は、
中
本

た
か
子
と
か
豊
出
正子
な
ど)
こ
こに

は
、
一見
、
本
来
の
「全体
小
説
」は

う
ま
れ
る
条
件
も
な
い
よ
う
に
み
える

か
も
し
れ
ぬ
.
だ
か
ら、
ま
す
ま
す
野

聞
宏
の
よ
う
な
人
物
に
だ
け、
新
し
い

地
盤
を
切
り
ひ
ら
く
可
龍性
が
あ
る
こ

と
に
な
る
の
だ
っ
た
。

一

ー

ち
は
、
文
壇
に
お
べ
っ
か

私
た

を
つ
か
う
へ
き
で
も
な
い

し
、
一力
、
充
翼
の
最
近
の
流
行
詰
、

「革
命
的
、
民
主
主
義
的
文
学
」
と
い

った
こ
と
は
で
小
説
が
あ
た
ら
し
く
革

新
で
き
る
と
も
思
わ
な
い
。
第
一、
こ

の
「革
、
民
文
学
」
と
い
う
呪
文
は
、

共
陛党
の
第
四
回
中
央
委
員
会
の
決
議

に
あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
、
共

感
党
作
家
で
討
論
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
政
治
家
が
文

学
の方
劃
を
こ
と
ば
で
発
表
し
て
も
、

運
動
に
な
る
は
ず
が
な
い
で
は
な
い
か

こと
わ
って
お
く
が
、
私
は
左
醤
的

であ
り
た
いと
思
って
い
る
。
だ
が
、

「革民
」
の呪
文
を
悟
用
で
き
な
い
と

あ
ら
ば、
若
f
無
政
府
的
で
は
あ
る
が

個
人
的
に今
ま
で
「私
小
説
」
打
倒
を

異
際
にす
す
めて
き
た入
聞
、
野
聞
宏

松
本
溺
張と
い
っ
た人

、々
ま
た
す
こ

し
お
ぼ
つ
か
な
い
が
希望
のも
て
る
泉

大
八
と
い
つ
た
個
人
を
、と
こと
ん
支

持
し
て
声
援
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
「新
日
本
文
学
」
のグ
ルー

プ
は
、
そ
の
点
で
今
の
と
こ
ろ
、
一番

期
待
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

彼
ら
が
、
逆
の
意
味
で
、
天
下
に
お
れ

た
ち
だ
け
と
い
った
独
着
的
発
想
を
目

戒
す
れ
ば
へ
の
話
だ
が
。
新
日
文
の
独

藪
に
つ
い
て
は
、
別
に
轡
く
機
会
も
あ

る
か
と
思
わ
れ
る
。

(人
文
科
研
助

手
。近
代
思
想
、
文
学
専
攻
)

セ

ン

ス

の

若

さ

か

よ

ろ

こ

ば

れ

る

河
原
町
三
条
下
策
⑳
二
三
〇
八

■本広告切りぬき持参者には一品料輝五割引(但し土曜
㌧日曙は除く)轟鵬 能 篶 譜 芝赫 のこと

1

るこ奉仕す

 

&健康
ギノオシ

▼研究力 日本最高の研究設備(写 真)が36年7月 、シオノギの研究

者自身の設計によつて建設されました.

90余名の博士を擁し、世界に誇るシノミンを生んだト,ブ レベルの研

究者達が、薬学 ・医学 ・化学・農学 ・理学 ・工学の各分野にわたり新

製品の創造に努力しています.

▼製造力 品質管理 ・衛生管理は世界水準に達しています.

製剤 ・小分包装をはじめとする最新鋭設備がこの管理水準を支えてい

ます。

▼販売力 シオノギのDetai1活 動(学 術説明活動)は 、消費者の方 々

にシオノギ象品 冑亘・しく使用 していただ くため、医師 ・薬剤師 ・薬店

・問屋 の方 々に必要な知識 ・資料を正確に提供する仕事であ り、精癌

かつ字間的に徴底 した技術 的サ ービスを基本 としています.

愚

来審 大 学卒 採 用 につ いて

●動 縮 亀 京浜・名古屋 ・京阪丼等の主要部市

●職 種Detailmanr学 術説明員)
漏 学 系 病院 ・開梁医においてシナノギ製品の学衛的説明を行なoて い

ただきます。
シオノギのみが行ない得るこのDeta遡 活動は、誇大宜伝、拡

売を目的 とせず、真に必要なだけの薬を正確に使っていただく

ための純粋な学術活動であり、仕事を通じて自己をみがきbよ
り成長向上する意味において最高のものといえます。

●人員・期聞 特に制限しておりませんのでなるべく早くお越し下きい。

●お閃い合せ 詳細資料ご入用の場合はご遠慮なくお申し越しください。
◇

●靭 任

●昇

e

待 遇 ・条件
給38年4月 現在25,000円(業 界最高一39年4月 には改訂する

予定ですが、つねに業界最高を目標にしています。)
給 給与 ・賞与はまったくの実力主義をとっています。参考までに

本年4月 入社者の入社後5年 内の現行標準基本給を示しますと
次の通りです。
38年4月 入社25,0CO円 ・勤続1年 後、27,000円
3年 後31,㎜ 円 ・5年後35,000円

与 勤続1力 年以上の場合は年間約5～6ヵ 月になります(1年 未
満の場合にも支給)

●そ の 他 通勤費全額支給、社外勤務の場合は1日 約500円 の食卓料が支
給されます。また、社会保険、健康管理,寮 施設等は完備して
おります。

事 部
福岡市下小山面30
電(2)2532
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